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平成 30年
【特集】安全でおいしい給食を子どもたちに　～給食が届くまで～
○高額療養費未請求問題のお詫び　（P4）
○所得税の還付申告の受付がはじまります（P5） 
○町の HOT　NEWS（P13）
○保健センターだより（P23） ○町長月記（P27） 

◆◇ 今月号の主な内容 ◇◆ 

写真： お餅つき　楽しいね！

　～みたけ幼稚園で年末恒例のお餅つき～



◆
学
校
給
食
の
始
ま
り

　

学
校
給
食
は
、
明
治
22
年
、
山
形
県
の
小

学
校
で
お
弁
当
を
持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
子
ど

も
の
た
め
に
、
お
に
ぎ
り
と
お
か
ず
の
昼
食

を
出
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

　

一
時
は
、
戦
争
の
た
め
に
中
断
と
な
り
ま

し
た
が
、
昭
和
20
年
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
ば

か
り
の
日
本
は
、
食
べ
物
が
足
り
な
く
て
、

栄
養
失
調
の
子
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
助
け
よ
う
と
、
世

界
中
か
ら
粉
ミ
ル
ク
や
小
麦
粉
、
缶
詰
な
ど

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
中
断

さ
れ
て
い
た
給
食
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
１
月
24
日
を
「
学
校

給
食
記
念
日
」
と
し
、
そ
の
週
を
「
全
国
学

校
給
食
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

◆
御
嵩
町
の
学
校
給
食

　

御
嵩
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
40

年
に
開
設
さ
れ
、今
年
で
53
年
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
2
年
に

改
築
さ
れ
、
約
１
、６
０
０
食
の
給
食
を
作

り
、
町
内
6
つ
の
小
中
学
校
に
届
け
て
い
ま

す
。

　

衛
生
管
理
に
十
分
配
慮
し
た
う
え
で
、「
安

全
、
安
心
で
お
い
し
い
学
校
給
食
の
提
供
」

と
「
食
育
の
推
進
」
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
安
全
へ
の
こ
だ
わ
り

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
調

理
を
担
当
す
る
株
式
会

社
魚
国
総
本
社
の
木き

ま
た俣

睦む
つ
こ子

店
長
は
、「
限
ら

れ
た
時
間
で
約
１
、６
０
０
食
と
い
う
た
く
さ

ん
の
量
の
給
食
を
調
理
す
る
の
は
大
変
で
す

が
、
前
日
に
手
順
や
調
理
方
法
な
ど
、
細
か

く
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
調
理
を
し
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
す
。

　

食
中
毒
や
異
物
混
入
な
ど
の
安
全
面
に
は

特
に
注
意
し
、
一
日
で
20
回
以
上
の
手
洗
い

を
し
て
い
ま
す
。
調
理
の
品
目
が
変
わ
る
と

ま
た
手
洗
い
か
ら
始
め
、『
調
理
員
は
手
が
命
』

と
、
手
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
調
理
中
に
髪
の
毛
が
出
な
い
よ
う
帽
子

も
し
っ
か
り
か
ぶ
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
食
べ
残
し
を
せ
ず
、
空
っ

ぽ
の
容
器
が
返
っ
て
き
た
時
が
一
番
う
れ
し

い
そ
う
で
、「
た
だ
、
そ
れ
は
私
た
ち
だ
け
で

は
な
く
、
給
食
委
員
会
の
子
ど
も
た
ち
の
活

動
や
、
先
生
方
が
給
食
の
大
切
さ
を
熱
心
に

子
ど
も
た
ち
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

お
か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
し
た
。

◆
学
校
給
食
を
通
じ
学
ん
で
ほ
し
い

　

学
校
給
食
は
、
栄
養
補
給
を
目
的
と
し
て

　

小
学
校
や
中
学
校
の
思
い
出
に
必
ず
出

て
く
る
の
が
「
学
校
給
食
」
で
す
ね
。

　

地
域
ご
と
に
特
色
が
あ
っ
た
り
、
人
気
の

給
食
な
ど
、
給
食
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
盛
り
上
が
っ
た
記
憶
の
あ

る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
学
校
給
食
週
間
に
合
わ
せ
て
、

給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
地
産
地
消
な
ど
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

始
ま
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
小
中
学
校
時

の
成
長
期
に
必
要
な
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
、
そ
し
て
、
中
学
生
に
は
特
に
不
足
し
が

ち
な
「
鉄
や
カ
ル
シ
ウ
ム
」
を
摂せ

っ
し
ゅ取

で
き
る

よ
う
に
献
立
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
給
食
を
通
じ
て
栄
養
学
習
を

す
る
な
ど
、
食
教
育
の
大
切
な
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。
給
食
の
食
材
に
は
、
地
場
産
物

を
で
き
る
だ
け
多
く
使
用
し
、
地
域
の
良
さ

を
伝
え
る
よ
う
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
共
和
中
学
校
で
町
内
の
生
産
者

や
調
理
員
を
招
き
「
ふ
れ
あ
い
給
食
」
を
実

施
し
、交
流
す
る
場
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
給
食
週
間
」
の
１
月
25
日
（
木
）
～
31

日
（
水
）
の
、
特
別
献
立
を
紹
介
し
ま
す
。

　

①
み
た
け
郷
土
の
味

　

②
か
ん
ち
ゃ
ん
献
立
（
よ
く
噛
む
献
立
）

　

③
中
学
生
が
考
え
た
鉄
カ
ル
給
食

　

④
調
理
員
さ
ん
お
す
す
め
の
味

　

⑤
図
書
献
立
（
本
と
給
食
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

　

食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
あ
た
り
ま
え
に
思
う

毎
日
で
す
が
、
給
食
週
間
を
通
じ
、
食
べ
物

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
感
謝
の
気
持
ち

を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
遠え

ん
ど
う藤

（
☎
６
７
‐
０
２
３
８
）

安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
子
ど
も
た
ち
に

　
～
給
食
が
届
く
ま
で
～

▲�栄養バランスのとれた献立
を考えている栄養教諭の遠
藤さん

▲�おいしい給食を毎日作っている調理員さんたち

▲�学校から届いた感謝の手紙
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学校給食センター（☎ 67-0238）

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
産
地
消
の
取

り
組
み
と
し
て
、
御
嵩
町
産
の
野
菜
を
給

食
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
給
食
に
数
多

く
の
野
菜
を
提
供
し
て
い
る
美び

菜さ
い

会か
い

の
代

表
、
纐こ

う
け
つ纈

英ひ
で
お夫

さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

　

10
年
ほ
ど
前
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
方

か
ら
「
地
元
で
作
っ
た
野
菜
を
子
ど
も
た

ち
に
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
お

話
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
ぜ
ひ

協
力
し
よ
う
と
人
を
集
め
て
『
美
菜
会
』

が
で
き
た
ん
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
7
人
で
、
大
根
、
白
菜
、

玉
ね
ぎ
、
里
い
も
、
白
か
ぶ
、
じ
ゃ
が
い
も
、

ほ
う
れ
ん
草
、
さ
つ
ま
い
も
、
大
豆
、
黒
豆
、

冬
瓜
な
ど
を
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
持
っ
て
行

き
、
給
食
に
使
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

献
立
表
を
基
に
、
月
に
一
回
集
ま
っ
て
、

こ
の
日
は
白
菜
が
20
㎏
い
る
か
ら
、
じ
ゃ

あ
、
○
○
さ
ん
の
う
ち
で
20
㎏
出
そ
う
と

美菜会代表
纐
こうけつ

纈さん（美佐野）

�地産地消の取り組み

い
う
こ
と
を
皆
で
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
ま

す
。

　

給
食
で
使
う
野
菜
は
、
収
穫
し
た
翌
日
の

朝
に
は
も
う
、
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
て
、

お
昼
の
給
食
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
新

鮮
な
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
え
て
い
る
と
い
う

自
信
は
あ
り
ま
す
ね
。

　

子
ど
も
た
ち
の
口
に
入
る
も
の
だ
か
ら
、

安
全
な
も
の
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
注
意
し

た
り
、
お
ぞ
い
も
の
（
粗
末
な
も
の
）
を
出
さ

な
い
よ
う
に
と
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

呼
ん
で
い
た
だ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
給
食
を
食
べ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す

が
、
と
っ
て
も
お
い
し
そ
う
に
給
食
の
時
間

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
す
が
伝
わ
っ
て
き

て
、「
こ
の
給
食
に
自
分
た
ち
が
作
っ
て
い

る
野
菜
が
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
な
あ
」
と
思

う
と
嬉
し
く
て
、
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
若
い
人
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て

給
食
に
お
い
し
い
食
材
を
届
け
て
い
け
る
と

い
い
な
あ
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

給食が届くまで（12月 7日の給食から）
①朝 7時半ごろ、地域のみなさんから新鮮な野菜が給食センターに届きます。
②手洗いを爪から手首、腕まで、タイマーをかけながら丁寧に洗っていきます。
③野菜は、水替えを 3回おこなって洗い、汚れをしっかり落とします。
④里いも 35㎏を洗って皮をむきます。地元産を使うと、とろみが出ておいしいです。
⑤汁物の鍋に野菜を投入していきます。生姜も入った具だくさんの汁物です。
⑥汁物が出来上がりました。これで約 800食分です。大食缶に入れていきます。
⑦魚の下ごしらえをします。人数分、約 1,600 枚のサバを並べていきます。
⑧焼きあがった魚を食缶に入れていき、煮立てた甘味噌を上からかけていきます。
⑨切り干しの和え物を「よいしょ！」と息を合わせて力を入れて混ぜていきます。
⑩給食配送車「おやどり」で各小中学校に届けます。いっぱい食べてね！

① ② ③ ⑤

⑦

④

⑩⑨⑧⑥

メニュー
麦ごはん、吉

よ し の

野汁
じる

、サバの味噌がけ
切り干しのゴマ酢和え、パイン、牛乳
御嵩町産（里芋、大根、カブ、カブ葉）

3 ほっと みたけ　2018.1



　福祉医療費における高額療養費
　　　　　　　未請求問題のお詫び
　この度、民生部福祉課が所管する福祉医療費に係る高額療養費請求事務について、平成 25年 10月から平成
28年 9月までの 3年間の診療分の請求をおこなっていなかったことが判明しました。
　このうち平成 25年 10月から平成 27年９月までの 2年間の診療分については、時効が成立しており、町に
多額の損失を及ぼす結果となりました。
　福祉医療費助成制度に係る高額療養費の事務は、被保険者（診療受診者）の自己負担限度額を超えた（高額療
養費）分を町が医療機関へ立て替えて支払い、後日、被保険者（診療受診者）の申請書・委任状を添えて、被保
険者（診療受診者）に代わって立て替えた高額療養費分を、保険者（診療受診者それぞれの健康保険組合など）
に請求して回収するものですが、この事務を怠ったため、損失が生じたものです。

１．期間と損失額

○未請求の期間　　平成 25年 10月診療分～平成 28年 9月診療分（3年間）
　うち時効（２年）成立期間　平成 25年 10月診療分～平成 27年 9月診療分（2年間）　
　その人数と損失額　　79人　11,707,507 円
※平成 27年 10月診療分～平成 28年 9月診療分については、請求をおこないました。
※�この損失額については、関係した複数の職員から補てんをする旨の申し出があり、全額補てんされます。

２．発生の原因

○業務繁忙等を理由に他の事務処理を優先させたため、先送りしてしまったこと。
○�担当者任せで業務が放置され、報告・相談ほか組織として業務そのものに対するチェック機能が働いてい
なかったこと。

３．職員の処分等　＜処分日：平成 29年 11月 17日　※減給は平成 30年 1月支給の給与から適用します＞

○職員 8名　懲戒処分・減給 10分の 1を 1か月～ 6か月
○職員 2名　訓告
○町長と副町長　減給 10分の 1を 1か月

　
４．再発防止

　　�　毎月の事務について項目別のチェックシートや、処理状況が明確となるよう整理簿を作成して、組織で事
務の進

しんちょく

捗管理を徹底するとともに、法令遵守など職員の資質向上や、危機意識の高揚・浸透を図り、再発防
止強化に努めます。

　職員が請求事務を長年怠ったことにより多額の損失を出したことにつきまして、町民のみなさま
をはじめ関係者の方々に対しまして大きく信用を失墜させたものであり、多大なるご心配とご迷惑
をおかけしたことを心からお詫び申し上げます。
　このようなことが二度とないよう、職員一人ひとりが役割と責任を自覚し、役場組織としてのチ
ェック体制や事務管理体制とコミュニケーションの更なる強化をおこない、厳しくも風通しの良い
行政を実現させ、信頼回復に努めてまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御嵩町長　渡邊　公夫

　　■ 問い合わせ：民生部　福祉課　（内線�2111）

福祉課（内線 2111)
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日にち 対象地区 時間／場所

2月 8日（木） 上之郷地区 ●時間：
　午前�…�午前 9時～正午
　午後�…�午後 1時～午後 4時�
●場所：役場北庁舎 3階大会議室
※�混雑を避けるために、なるべく左記の日程
に従って、余裕をもってご来場ください。

2月 9日（金） 御嵩地区

2月 13日（火）

2月 14日（水）
中地区

2月 15日（木） 伏見地区

◇ 還付申告相談の日程 ◇

◆
還
付
申
告
の
対
象
者

◎�

給
与
所
得
者
や
公
的
年
金
受
給
者
で
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
が
納
め
過

ぎ
の
人
や
医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控
除

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

◎�

給
与
所
得
者
で
、
年
の
途
中
で
退
職
し

た
な
ど
の
理
由
で
年
末
調
整
を
受
け
て

い
な
い
人　

…
な
ど

所
得
税
の
還
付
申
告
の
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

　

今
年
の
確
定
申
告
期
間
は
2
月
16
日
（
金
）
～
3
月
15
日
（
木
）
で
す
。

　

こ
の
期
間
の
前
に
、申
告
に
よ
り
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
人
を
対
象
と
し
た
申
告
（
還

付
申
告
）
の
受
付
を
2
月
8
日
（
木
）
か
ら
お
こ
な
い
ま
す
。
対
象
に
な
る
人
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
な
書
類
な
ど

◎�

給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
原

本
以
外
は
不
可
）

◎
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

◎�

申
告
者
本
人
名
義
の
振
込
先
口
座
番
号

の
わ
か
る
も
の

日にち 対象地区（会場）

2月 16日（金）
2月 19日（月）
2月 20日（火）
2月 21日（水）
2月 22日（木）

御嵩地区
（役場北庁舎 3階）

2月 23日（金）
2月 26日（月）
2月 27日（火）
2月 28日（水）

伏見地区
（伏見公民館 3階）

3月 1日（木）
3月 2日（金）
3月 5日（月）

上之郷地区
（上之郷公民館 2階）

3月 6日（火）
3月 7日（水）
3月 8日（木）
3月 9日（金）
3月 12日（月）
3月 13日（火）

中地区
（役場北庁舎 3階）

3月 14日（水）
3月 15日（木）

全�町
（役場北庁舎 3階）

◇ 2 月 16 日以降の申告相談の日程 ◇

○�

確
定
申
告
書
に
は
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

確
定
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
12
ケ
タ
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
の
確
認
が
で

き
る
書
類
の
提
示
も
必
要
で
す
。

※�

①
ま
た
は
②
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②�

通
知
カ
ー
ド
＋

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

　
　
　
　

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど
）

◆
控
除
を
受
け
る
た
め
の
書
類

【
社
会
保
険
料
控
除
】

◎
国
民
年
金
保
険
料
＝
控
除
証
明
書

◎�

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
「
納
付
済
額
の
お

知
ら
せ
」
な
ど
、
金
額
の
わ
か
る
も
の

【
生
命
保
険
料
控
除
】

◎�

生
命
保
険
料
ま
た
は
個
人
年
金
保
険
料
の

支
払
証
明
書

【
地
震
保
険
料
控
除
】

◎
地
震
保
険
料
の
支
払
証
明
書

※�詳細は、ほっとみたけ 2月号に掲載します。

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

税務課町税収納係（内線 2155）
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平成 29年中に
支払った医療費 − 生命保険や健康保険などで

補てんされる金額 ＝ Ａ

10 万円または所得金額の 5％
（どちらか少ない額） 医療費控除額Ａ ＝−

＜ 医療費控除額の計算方法 ＞

※ 医療費控除は、その年に支払った所得税の一部が還付される制度です。
また、町県民税の所得控除の対象になります。高額医療制度のように、
一定の自己負担額を超えた分が支給されるものとは異なります。

★
対
象
に
な
ら
な
い
医
療
費

×�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、
予
防
接
種
の
費

用
×
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
、
健
康
診
断
の
費
用

×
美
容
整
形
の
費
用

×�
予
防
や
健
康
増
進
の
た
め
の
医
薬
品
や
健

康
食
品
の
購
入
費

×�
日
常
生
活
の
た
め
の
眼
鏡
や
補
聴
器
の
購

入
費

×�

通
院
に
使
っ
た
自
家
用
車
の
燃
料
代
や
駐

車
場
代　

…
な
ど

【
障
害
者
控
除
】

◎�
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
福
祉
手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
（
要
介
護
認
定
者
）

【
寄
附
金
控
除
】

◎�

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
対
す
る
寄
附

金
の
領
収
書

　

※�

ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
人
は
証
明
書

が
必
要
で
す
。

　

※�

公
益
社
団
法
人
や
公
益
財
団
法
人
な
ど

へ
の
寄
附
金
は
、
寄
附
金
の
内
容
に
よ

り
、
控
除
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
医
療
費
控
除
】

◎�

医
療
費
の
領
収
書
（
医
療
を
受
け
た
人
別

に
ま
と
め
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

に
集
計
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

　

※�

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
は
事
前
に

集
計
し
来
場
し
て
い
た
だ
く
と
、
す
み

や
か
に
受
付
が
で
き
ま
す
。
明
細
書
は

税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

◎�

生
命
保
険
や
健
康
保
険
な
ど
か
ら
給
付
を

受
け
た
場
合
は
、
そ
の
金
額
の
わ
か
る
も

の
◎�

6
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
り
、

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」
と
お
む
つ
の
領
収
書

　

※�

2
年
目
以
降
の
申
告
で
は
、
保
険
長
寿

課
が
発
行
す
る
証
明
書
を
こ
れ
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
対
象
に
な
る
医
療
費

○
医
師
、
歯
科
医
師
に
支
払
っ
た
治
療
費

○
治
療
に
必
要
な
医
薬
品
の
購
入
費

○
病
院
、
診
療
所
に
支
払
っ
た
入
院
費

○�

あ
ん
摩ま

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、

き
ゅ
う
師
、
柔
道
整
復
師
に
支
払
っ
た

施
術
費

○
助
産
師
に
よ
る
分ぶ

ん
べ
ん娩

の
介
助
の
費
用

○�

介
護
保
険
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
た
一
定

の
施
設
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
費

○�

電
車
代
、
バ
ス
代
な
ど
、
通
常
必
要
な
通

院
の
費
用　

…
な
ど

◆
町
で
受
付
で
き
な
い
申
告

　

次
の
申
告
は
、
町
の
申
告
会
場
で
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。
多
治
見
税
務
署
で
お
こ
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

×�

飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
事
業
所
得

の
申
告

×�

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
か
か
る
初
年
度
の
申
告

×�

土
地
や
建
物
、
株
式
、
ゴ
ル
フ
場
会
員
権

な
ど
の
譲
渡
所
得
の
申
告

×
災
害
な
ど
に
よ
る
雑
損
控
除
の
申
告

　

…
な
ど

◆ 

所
得
税
と
併
せ
て
、
復
興
特
別
所
得

税
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す

　　

個
人
で
所
得
税
を
納
め
る
義
務
の
あ
る
人

は
、
復
興
特
別
所
得
税
も
併
せ
て
納
め
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
～
平
成
49
年
ま
で
の
各
年
分
の

す
べ
て
の
所
得
に
対
す
る
所
得
税
額
が
復
興

特
別
所
得
税
の
課
税
標
準
額
と
な
り
、
こ
の

課
税
標
準
額
に
2.1
％
を
乗
じ
た
も
の
が
復
興

特
別
所
得
税
の
税
額
に
な
り
ま
す
。

※�

給
与
所
得
者
は
、
支
払
い
を
受
け
る
給
与

な
ど
か
ら
復
興
特
別
所
得
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

年
末
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
る
人
は
、
年
末

調
整
に
て
精
算
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
町
税
収
納
係

　

担
当
：
大お

お
わ
き脇

・
桑く

わ
し
た下

（
内
線�

２
１
５
５
）

　

�

／
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
多
治
見
税
務
署

　

☎�

０
５
７
２
‐
２
２
‐
０
１
０
１

医療を受け
た人の氏名

病院・薬局など
の支払先の名称

支払った
医療費

左のうち生命保険
や社会保険などで
補てんされる金額

税務太郎 ○○病院 50,000
“　　 △△薬局 5,000
税務花子 ○○病院 120,000 40,000
“　　 □□ｸﾘﾆｯｸ 15,000

合　　　計　　　　 190,000 40,000

医療費控除の明細書（記入例）

税務課町税収納係（内線 2155）
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税務課町税収納係（内線 2155）/ 保険長寿課介護保険係（内線 2117）・国保年金係（内線 2108）

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
該
当
者
に
は
認
定

書
を
交
付
し
ま
す
。

● 

持
ち
物
：
申
請
者
の
印
鑑
・
申
請
者
本
人

と
確
認
で
き
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
・
運
転
免
許
証
な
ど
）

※�

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

が
、
必
ず
し
も
対
象
に
な
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
対
象
者
か
ど
う
か
の
確
認
は
、
保

険
長
寿
課
介
護
保
険
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
認
定
書
に
よ
り
障
害
者
控
除
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
必
ず
確
定

申
告
の
際
に
、
認
定
書
を
必
要
書
類
と
併

せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
り
障
害
者
控

除
が
受
け
ら
れ
る
人
は
、
こ
の
申
請
は
不

要
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
介
護
保
険
係

　

担
当
：
小お

ぐ
ら倉

（
内
線�

２
１
１
７
）

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

★ 

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
済
額
の

お
知
ら
せ

【
平
成
29
年
分
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
】

　

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
平
成
29
年
1
月

～
12
月
ま
で
に
納
付
し
た
人
に
、
平
成
29
年

中
に
納
め
た
保
険
料
（
税
）
を
記
載
し
た
は

が
き
を
送
付
し
ま
す
。

◎
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
た
人

　

�

役
場
か
ら
「
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
」
を

★ 

確
定
申
告
書
は

郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す

　

●
郵
送
先
：
〒
５
０
７
‐
８
７
０
６

　
　

多
治
見
市
白
山
町
１
‐
29
‐
1

　
　

多
治
見
税
務
署�

宛

※�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
を
入
力
し

て
い
く
と
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ

れ
、
確
定
申
告
書
な
ど
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
作
成
さ
れ
た
申
告
書
は

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
（
e
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
を

利
用
し
て
、
自
宅
か
ら
税
務
署
に
送

信
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
自
身
で
作
成
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

◎
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　

http://w
w
w
.nta.go.jp

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

◆
確
定
申
告
の
際
に必

要
な
書
類
に
つ
い
て

★
要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除
の
適
用

【
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
】

　

65
歳
以
上
で
、平
成
29
年
12
月
31
日
現
在
、

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も

障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
保
険
長
寿
課
介
護
保
険
係
で
申
請
し
て

1
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◎ 

年
金
天
引
き
で
納
め
た
人

　

�

日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
源
泉
徴
収
票
」
に
天
引
き
さ
れ
た
保
険

料
（
税
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

送
付
さ
れ
た
は
が
き
は
、
確
定
申
告
の
際
に

使
用
す
る
大
切
な
書
類
で
す
の
で
、
紛
失
な
ど

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
確
定

申
告
の
際
に
は
、は
が
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
主
が
納
税

義
務
者
で
す
。
そ
の
た
め
、
被
保
険
者

個
人
ご
と
に
納
付
済
額
を
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん（
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
被
保
険

者
本
人
が
納
付
義
務
者
で
す
）。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
介
護
保
険
係

担
当
：
小お

ぐ
ら倉

（
内
線�

２
１
１
７
）

　

�

保
険
長
寿
課
国
保
年
金
係　

担
当
：
大お

お
の野

（
内
線�

２
１
０
８
）

◆ 早めの手続きすませて安心
　 自動車の名義変更・住所変更・廃車などの手続きは

お早めに！
　毎年、年度末の 3月は支局登録窓口が大変混雑し、長時
間お待ちいただくことになります。このため、早めの手続
きをお願いします。なお、自動車の登録などに関する手続
きは次の問い合わせ先にお尋ねください。
　
■ 問い合わせ：
登録・申請関係
◎ 普通自動車、125cc を超えるオートバイ ･･･
　中部運輸局岐阜運輸支局・登録部門（☎�050-5540-2053）
◎ 軽自動車 ･･･ 軽自動車検査協会岐阜事務所
��（☎ 050-3816-1775）
◎  125cc 以下のオートバイ ･･･ 税務課町税収納係
　　　　　　　　　　　　　　担当：清

し み ず

水（内線�2155）
税金関係
◎ 自動車税、自動車取得税 ･･･ 岐阜県自動車税事務所
�（☎�058-279-3781）
◎ 軽自動車税 ( オートバイ含む )･･･ 税務課町税収納係
　　　　　　　　　　　　　　�担当：清

し み ず

水（内線�2155）

　

お
詫
び
：

　

ほ
っ
と
み
た
け
12
月
号
で
紹
介
し
た

税
に
関
す
る
習
字
作
品
の
中
で
、
御
嵩

町
教
育
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
の
お
名

前
の
漢
字
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、「
笹さ

さ
が
わ川

菜な

な那
」
さ
ん
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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地域包括支援
センター

（高齢者なんでも相談窓口）

地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2116)

成年後見制度を活用しよう
　成年後見制度とは…認知症、知的障がい、精神障がい
などの理由で、物事を判断する能力が十分でない人に、
権利を守る援助者を選ぶことで、その人を法律的に支援
していく制度です。
　今回は成年後見制度を利用されるまでの流れについて
ご説明します。

法
定
後
見
制
度

　

遺
産
分
割
を
し
た
い
、
家
を
売
り
た
い
、

施
設
に
入
所
し
た
い
と
き
に
、
一
人
で
判
断

す
る
に
は
不
安
が
あ
る
。
ま
た
は
、
身
内
が

認
知
症
で
、
本
人
の
署
名
が
必
要
な
の
に
も

ら
う
こ
と
が
出
来
ず
、
話
が
進
ま
な
い
な
ど

の
状
況
で
、
成
年
後
見
制
度
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

任
意
後
見
制
度

　

判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
場
合
に
備

え
て
、
本
人
が
あ
ら
か
じ
め
契
約
に
よ
っ
て

任
意
後
見
人
を
決
め
て
お
く
「
任
意
後
見
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
任
意
後
見
契
約
は
、
自

ら
選
ん
だ
任
意
後
見
人
と
な
る
人
と
一
緒
に

公
証
役
場
に
い
き
、
公
正
証
書
を
作
成
し
ま

す
。

申
立
て

　

住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所
に
申
立

て
を
し
ま
す
。こ
の
申
立
て
が
で
き
る
人
は
、

本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族(

三
親

等
内
の
姻
族)

、
市
区
町
村
長
な
ど
で
す
。

調
査
等

　

審
問
、
調
査
、
鑑
定
な
ど
、
裁
判
所
の
職

員
が
本
人
や
申
立
人
等
か
ら
事
情
を
伺
っ
た

り
、
本
人
の
親
族
に
後
見
人
候
補
者
に
つ
い

て
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
人

の
判
断
能
力
に
つ
い
て
鑑
定
を
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

審
判

　

家
庭
裁
判
所
が
最
も
適
任
と
思
わ
れ
る
人

を
成
年
後
見
人
等
に
選
任
し
、
援
助
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
申
立
て
か
ら
成
年
後
見
人
等
の

選
任
ま
で
に
は
2
か
月
以
上
か
か
る
場
合
が

多
い
で
す
。

判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
時

　

判
断
能
力
が
低
下
し
た
場
合
に
、
家
庭
裁

判
所
に
申
立
て
す
る
こ
と
で
任
意
後
見
監
督

人
（
任
意
後
見
人
の
監
督
を
お
こ
な
う
人
）

を
選
任
し
ま
す
。
任
意
後
見
監
督
人
が
選
任

さ
れ
て
か
ら
、
初
め
て
効
力
が
生
じ
ま
す
。

◆
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
と
…

　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
判

断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
人
の
財
産
を
守

っ
た
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
契
約
を
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
本
人
の
生

活
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

後
見
人
な
ど
に
は
取
消
権
や
同
意
権
が
与

え
ら
れ
る
た
め
、
悪
質
商
法
な
ど
で
本
人
が

お
こ
な
っ
た
不
必
要
な
契
約
を
取
り
消
す
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
お
金
が
あ
る
人
の
財
産

管
理
の
た
め
の
制
度
で
は
な
い
の
？
と
思
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
決
し
て
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

判
断
能
力
が
低
下
す
る
こ
と
で
、
本
人
を

守
る
た
め
の
契
約
や
契
約
解
除
が
出
来
な
く

な
っ
た
り
、
不
当
に
財
産
を
失
っ
て
し
ま
う

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
こ

う
い
っ
た
問
題
か
ら
本
人
を
助
け
る
こ
と
が

出
来
る
こ
と
も
こ
の
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
の
一

つ
で
す
。

　

裁
判
所
に
は
後
見
等
の
手
続
き
の
流
れ
や

申
立
て
に
必
要
な
書
類
等
に
つ
い
て
の
説
明

用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

担
当
：
秋あ

き
ま
つ松

　
（
内
線 

２
１
１
６
）

　

御
嵩
簡
易
裁
判
所　

成
年
後
見
制
度

　

☎
０
５
７
４
‐
６
７
‐
３
１
１
１

　
制
度
の
対
象
と
な
る
人

後
見

日
常
生
活
に
関
す
る
こ
と
を
除
き
、

常
に
本
人
に
代
わ
っ
て
ほ
か
の
人
が

判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
人
に
判

断
を
期
待
し
て
も
常
に
困
難
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
状
態

保
佐

日
常
生
活
は
何
と
か
自
分
で
判
断
で

き
、
簡
単
な
財
産
管
理
や
契
約
は
自

分
で
出
来
る
の
だ
が
、
不
動
産
の
売

買
や
大
き
な
契
約
は
困
難
だ
と
思
わ

れ
る
状
態

補
助

ほ
と
ん
ど
の
こ
と
は
自
分
で
判
断
で

き
る
が
、
契
約
や
預
貯
金
の
管
理
等

を
自
分
で
出
来
る
か
ど
う
か
不
安
が

あ
り
、
本
人
の
利
益
の
た
め
に
他
者

に
援
助
し
て
も
ら
う
方
が
良
い
と
思

わ
れ
る
状
態
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環境モデル都市推進室（内線�2232・2233）

　町内事業所の環境活動を紹介します

環境モデル都市の取り組み �
シリーズ

太陽光でエコライフ！！ ～まちがバックアップしています！～
　町は、「環境モデル都市」として、地球温暖化の原因となる温室効果ガス（二酸化炭素＝CO₂など）の削減活
動を実践し、低炭素なまちづくりを目指しています。そのなかで、太陽光発電など再生可能エネルギーの活用
もCO₂削減につながる行動のひとつです。
　いま、ご家庭や事業所に太陽光発電や燃料電池の設置ための支援（補助金）をしています。今年度の完了期
限が迫っていますので、設置をお考えの方は、この機会にぜひご活用ください。

◎家庭用太陽光発電：2万円／ kw（上限 10万円）＝残り 15件程度
◎事業所用太陽光発電：2万円／ kw（上限 10万円）＝残り 1件程度
◎家庭用燃料電池：一律 10万円＝残り 2件程度
�
※��平成 29 年 4月 1日以降にご契約いただいた未使用の設備で、工事又は引渡し

が完了し、平成 30年 3月 20日までに交付申請手続きができる設備が対象です。
※�工事着工１週間前までに予約申込が必要となります。
■問い合わせ：環境モデル都市推進室　担当：早

はやかわ

川・橋
はしぐち

口（内線 2232・2233）

　町内の企業・事業所が実施するCO₂削減に向けた先進技術や活動事例を順次紹介しています。

　昭和 23年、名古屋市昭和区滝子にて創業。御嵩工場は、線ばねの専門工場として
平成 6年に操業開始しました。平成 19年には大物プレス・組立工場を増設し、現在
121人が御嵩工場で勤務しています。
　平成 16年 3月に御嵩町と『環境の保全と創造に関する協定』を締結しています。

■環境方針
　�　自動車、家電など関連部品の開発・設計から生産販売まで、関連する全
ての事業活動を通して、地域社会から地球規模に至るまでの環境影響低減
に努めています。

■環境保全活動の実施
　 1【地域清掃活動】
　　�　事業所周辺の側溝、町道の清掃活動を毎年実施しています。昨年度は、

7月 22 日（金）に工場南側と北側排水路の清掃活動、南山台交差点か
ら工場入口周辺の町道のごみ拾いを実施しました。

　2【一般ごみ廃棄量の削減】
　　�　技術的・経済的に可能な範囲で、ISO14001：2004 に準拠した環境

マネジメントシステムを構築し文書化したなかで、継続的維持・向上に
努めています。

　　�　一般ごみ（ビニール・紙）の廃棄量を減らす活動のなかで、ごみとし
て出すなかにビニールや紙類が混ざっていないかを徹底的にチェックす
るとともに、ミスコピーをしないような注意喚起もしています。

　　�　一般ごみから取り除いたビニール・紙類は、リサイクル用回収ボック
スを設置し、ごみとして焼却してしまうのではなく、再利用することで
環境負荷の低減を図っています。

　　※一般ごみ廃棄量平成 27年度比：13％低減
　　　廃棄量：平成 27年度 6333.9Kg →平成 28年度 5485.6Kg（848.3Kg 削減）

　( 株 ) 東海スプリング製作所

5000

5200

5400

5600

5800

6000

6200

6400

6600

一般ごみ 廃棄量グラフ
6600
（kｇ）

平成 27年度 平成 28年度

廃棄量
13％低減！

6400
6200

5000
5200
5400
5600
5800
6000
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企画課秘書広報係（内線 2222）／農林課森づくり係（内線 2237）

　

御
嵩
町
有
林
で
活
躍
す
る
団
体
「
水
土
里

隊
」
の
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
森
林
が
持
つ
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
や
水
源
と
し
て
の
機
能
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
森
林
保
全
活

動
と
と
も
に
、
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
、
森
林
整
備
へ
の
意
識
の
向
上

や
イ
ベ
ン
ト
等
の
支
援
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
を
保
全
し
、
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
8
月
・
9
月
に
は
、「
若
者
の

地
方
体
験
交
流
」
と
し
て
、
高
校
生
2
名
と

大
学
生
5
名
を
受

け
入
れ
、
森
林
整

備
に
つ
い
て
の
講

義
と
森
林
整
備
体

験
の
指
導
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
大
学
生

は「
地
道
な
作
業
が
、

森
の
豊
か
さ
に
繋
が

っ
て
い
る
。
と
て
も

や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
」と
語
り
ま
し
た
。

　

高
校
生
を
受
け

入
れ
た
際
に
は
、

海
外
研
修
で
御
嵩

町
に
来
て
い
た
フ

ラ
ン
ス
の
学
生
2
名
も
一
緒
に
体
験
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
里
山
で
の
国
際
交
流
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

水
土
里
隊
の
金か

ね
こ子

稔
み
の
る

隊
長
は
、「
み
な
さ

ん
が
森
林
を
整
備
す
る
姿
は
、
私
た
ち
も
と

て
も
刺
激
に
な
り
ま
し
た
」と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
に
は
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に

協
力
し
、
斧
を
使
用
し
た
薪
割
体
験
の
指
導

な
ど
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ

森
林
・
環
境
税
」
を

活
用
し
て
育
成
し
て

い
る
苗
木
を
、
参
加

者
と
協
力
し
て
植
樹

す
る
作
業
な
ど
も
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
森
林

資
源
を
地
域
の
手
で

循
環
さ
せ
、
健
全
な

森
林
を
次
の
世
代
に

引
き
継
げ
る
よ
う
、

引
き
続
き
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
水
土
里
隊

で
は
、
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
、
里
山
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
？

■ 

問
い
合
わ
せ
：
農
林
課
森
づ
く
り
係

　

担
当
：
玉た

ま
が
わ川　

（
内
線�

２
２
３
７
）

　
水み

ど

り
土
里
隊た
い

　
～
次
の
世
代
へ

　
　
　
　
　
　�

森
林
保
全
の
想
い
を
引
き
継
ぐ
～

　

前
回
、
11
月
号
に
お
い
て
、
天
保
年
間

（
１
８
３
０
～
１
８
４
４
年
）
に
愚
溪
寺
が
現

在
地
へ
方

ほ
う
じ
ょ
う

丈
を
は
じ
め
と
し
た
建
物
を
移
し
た

こ
と
に
ふ
れ
ま
し
た
。
こ
の
移
築
の
記
念
と
し

て
万ま

ん
え
ん延

元
年
（
１
８
６
０
年
）
に
多た

ほ
う
と
う

宝
塔
（
16

坪
、
俗
に
二
重
塔
と
も
い
わ
れ
て
い
る
）
が
多

治
見
市
出
身
の
名
匠
野の

む
ら村

作さ
く
じ
ゅ
う
ろ
う

十
郎
氏
に
よ
り

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
村
作
十
郎
は
、
幕
末
の
甚じ

ん
ご
ろ
う

五
郎
と
も
称
さ

れ
、
宮
大
工
と
し
て
「
京
都
御
所
門
」
や
「
二

条
城
唐
門
」、
地
元
で
は
作
十
郎
の
故
郷
の
多

治
見
市
の
虎
渓
山
永
保
寺
「
観
音
堂
・
開
山
堂
」

（
と
も
に
国
宝
）
等
の
再
建
、
改
修
に
招
か
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
多
宝
塔
に
は
、
一
切
経
全
巻
及
び

１
０
８
体
の
観
音
像
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
本
堂
に
安
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
注
目
し
て
多
宝
塔
を
拝
観
し
て
も
ら

い
た
い
こ
と
は
、
ま
ず
、
九
景
の
峰
の
裾
野
に

立
つ
多
宝
塔
の
全
景
で
す
。
次
に
側
面
の
見
事

な
彫
刻
で
す
。「
龍
の
背
に
大
き
な
羽
根
」
が

表
現
し
て
あ
り
、
今
に
も
天
高
く
飛
び
立
と
う

と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、側
面
の
上
部
に
は
東
側
に「
発ほ

っ
し
ん心

」・

南
側
に
「
修

し
ゅ
ぎ
ょ
う

行
」・
西
側
に
「
菩ぼ

だ
い提

」・
北
側
に

「
涅ね

は
ん槃

」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
お
遍
路
（
四
国
八
十
八
か

所
）
の
こ
と
が
浮
か
ん
だ
人
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
弘
法
大
師
（
空
海
）
ゆ
か
り

の
札
所
や
霊
場
を
巡
礼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
煩ぼ

ん

悩の
う

を
取
り
除
き
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
な
お
す

修
行
の
場
と
し
て
、
阿
波
（
徳
島
）
は
発
心
の

道
場
、土
佐
（
高
知
）
は
修
行
の
道
場
、伊
予
（
愛

媛
）
は
菩
提
の
道
場
、
讃
岐
（
香
川
）
は
涅
槃

の
道
場
、
と
し
て
四
区
分
し
て
あ
り
ま
す
。

　

新
た
な
気
持
ち
で
多
宝
塔
（
二
重
塔
）
を
見

つ
め
な
お
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

１
８
３
０
年
、
１
８
６
０
年　

…
江
戸
時
代

元
亀
3
年
（
１
５
７
３
年
）
…
安
土
桃
山
時
代

多
宝
塔
…
釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
を
祀ま

つ
る
塔

一
切
経
…
仏
教
経
典
を
集
約
し
た
も
の

参
考
資
料
：

愚
溪
寺
史
・
御
嵩
町
史
・
多
治
見
市
史

東
濃
の
宮
大
工
野
村
作
十
郎

◎
次
回
、
３
月
号
は
在

あ
り
わ
ら
の原

業な
り
ひ
ら平

で
す
。

御
嵩
よ
も
や
ま
話

愚
溪
寺
の
起
源
と
歴
史
（
2
）

中
山
道
案
内
人
「
偲し

歴れ
き

会か
い

」
渡わ

た
な
べ辺

幸さ
ち
こ子

▲�多宝塔（二重の塔）
の全景

▲�愚溪寺多宝塔の龍の彫刻
　�京都御所門や、二条城唐門
を再建した後の、作十郎が
46歳の時の作である

②
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学校教育課学校教育係（内線 2311）／企画課秘書広報係（内線 2222）

Jonah　Kachur（愛称ジョナ）
ジョナ・カッチャ
アメリカ /
ニューヨーク州出身
22歳

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
ジ
ョ
ナ
・
カ

ッ
チ
ャ
と
申
し
ま
す
。
ジ
ョ
ナ
と
呼
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
あ
る
ウ
エ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
出
身
の
22
歳
で
す
。
趣
味
は

ハ
イ
キ
ン
グ
や
読
書
、物
語
を
書
く
こ
と
で
す
。

　

御
嵩
に
は
11
月
、
雨
の
降
り
だ
す
直
前
に
来

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま
だ
数
日
で
す
が
、
こ
の

町
が
い
か
に
親
し
み
や
す
く
人
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
地
域
で
あ
る
か
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の

町
に
来
て
初
め
て
の
週
末
に
町
の
中
を
あ
ち
こ

ち
歩
き
、
木
々
の
葉
や
遠
く
北
の
方
に
あ
る

山
々
の
色
彩
に
見
と
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
私
を
と
て
も
温
か
く
迎
え
入
れ
て

く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
そ
の
優
し
さ
に
お
返
し
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
学
校
へ
行
っ
た
日
に
、
皆
さ
ん
が
た

く
さ
ん
の
笑
顔
や
ハ
グ
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
あ

い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
で
出
会

っ
た
人
た
ち
は
み
な
さ
ん
明
る
く
元
気
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
季
節
が
移
り
ゆ
く
中
で
も
っ

と
多
く
の
人
と
知
り
合
い
た
い
と
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
ま
す
。

　

最
高
の
先
生
の
と
こ
ろ
に
は
必
ず
素
晴
ら

し
い
生
徒
が
い
る
も
の
で
す
。
す
で
に
御
嵩

に
は
優
れ
た
先
生
方
と
意
欲
的
な
生
徒
が
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

��

御
嵩
の
冬
の
美
し
い
景
色
を
見
る
の
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。
そ
し
て
新
年
に
向
か
う
中

で
、
さ
ら
に
多
く
の
み
な
さ
ん
と
出
会
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

熱
い
心
と
興
奮
の
中
で
新
し
い
シ
ー
ズ
ン

（
年
）
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

新しいまちの風景と出会いが楽しみ

新ＡＬＴ紹介
平成 29年 11月から町内の学校に勤務している
ＡＬＴ（外国語指導助手）の先生を紹介します。

まちへのご意見を
　　　お寄せください

まちへのご意見箱

　町では、町民のみなさんの率直なご意
見などをお聞きするために、公共施設や
町内の喫茶店に「まちへのご意見箱」を
設置しています。

～「まちへのご意見箱」設置場所 ～

【公共施設】
御嵩町役場
�上之郷地区：上之郷公民館
�御嵩地区：中山道みたけ館・御嵩公民館
　　　　　御嶽宿わいわい館
中地区：中公民館
伏見地区：伏見公民館

【喫茶店】
�御嵩地区：食

しょくぼう

房るまん
中地区：喫茶ノンノン・真

ま な ぶ

奈冨
伏見地区：珈

こ ま め や

豆屋コーヒー

◆いただいたご意見は…
　�　いただいたご意見は、町長がすべて目を通し
ています。気軽にご意見をお寄せください。お
寄せいただいたご意見と回答は、広報紙などに
掲載する場合があります（匿名で掲載）。

　※�住所の記入がある場合は、ご本人に回答させ
ていただきます。

　
　■ 問い合わせ：企画課秘書広報係
　　担当：山

や ま だ

田（内線�2222）

11 ほっと みたけ　2018.1



保健センター（内線 2192）／企画課企画調整係（内線 2227）

自分らしさを
実現できる町

　私たち人間は当たり前のように生きています。
　それはとんでもないことで、奇跡の中の奇跡、
5億円の宝くじが連続して 3千万回以上当たり続
けても、人間に当たることは難しいのです。
　この地球上に生きているすべての動植物の中か
ら選ばれて人間として生かされているのです。
　今から一千年前、比叡のお山に憧れて修行し
ていた恵

え

心
しん

僧
そ う ず

都源
げんしん

信和尚が、「夫
そ

れ一
いっさい

切衆
しゅじょう

生、
三
さんあくどう

悪道をのがれて、人間に生まるること大いなる
よろこびなり。身はいやしくとも畜

ちくしょう

生に劣らんや。
家貧しくとも、餓

が き

鬼にはまさるべし。・・・中略・・・
人間に生まるることよろこぶべし」と、人間とし
て生きることを強く肯定し、「全ての人が仏様に
なれる」と、「往

おうじょう

生要
ようしゅう

集」「念
ねんぶつ

佛法
ほ う ご

語」のなかで説

いています。
　私は今年から初めて男女共同参画委員となりま
した。男性とか女性とかの前に、人間としてどう
あるべきか、自分らしく生きるとはなにかを考え
ていただくきっかけになればと今回筆を執りまし
た。
　私は、伝

でんぎょう

教大
だ い し

師（最
さいちょう

澄上人）が述べられた
「一

いちぐう

隅を照らす此
こ

れ則
すなわ

ち国宝なり（自分が今いる
場所で、ほんの少しでも光り輝くことが何物にも
代えがたい大事な国の宝だ）」を信条として、今
小さく輝けたらと願っています。
男女共同参画懇話会委員　小

お が わ

川　文
ぶ ん ほ

甫（昭和町）
■問い合わせ：企画課企画調整係　担当：安

あんどう

藤
　（内線�2227）

「人間に生まるること大いなるよろこびなり」
御嵩町男女共同参画懇話会

献 血 ご協力をお願いします
～ 1 月・2 月は「はたちの献血キャンペーン」期間です ～

　血液は人工的につくることができず、長期保存が
できません。しかし、血液は毎日、必要とされてい
ます。そのため、絶えず健康な人からの献血が必要
です。みなさんのあたたかいご協力で救える命があ
ります。お近くの献血ルームや献血車での献血にご
協力をお願いします。
　新たに成人を迎える「はたち」のみなさん、ぜひ
献血会場に足を運んでみませんか？

献血場所 あかなべ献血ルーム 新岐阜献血ルーム 多治見駅前献血ルーム

住�所 岐阜市茜部中島 2-10 岐阜市長住町 2-3
岐阜ビル 5階

多治見市本町 1-2
駅前プラザ・テラ 4階

電話番号 058-272-6911 058-264-2122 0572-23-0227

受付時間 8：30～ 16：30 10：30～ 18：00 10：00～ 17：30

休�日 日曜日・年末年始 金曜日・年末年始 木曜日・年末年始

★�「献血ルーム」のさまざまなサービス
●�待合室、採血室とも、広くゆったりとしたスペース。
●�お飲み物、お菓子などを用意しています。
●�雑誌、コミック本を用意しています。
●��献血はゆったりとしたソファーベッドで。各ベッド備

え付けのテレビで、地上波放送、ＤＶＤもご覧いただ
けます。ＤＶＤソフトは、洋画・邦画・アニメなどを
用意しています。

※�献血についての詳細は、岐阜県赤十字血液センターホームページ（http://gifu.bc.jrc.or.jp/）をご覧ください。
※多治見駅前献血ルームは、平成 30 年 3 月末をもって、閉所になります。
■ 問い合わせ：保健センター　担当：榊

さかきばら

原（内線 2192）

成人式を迎える「はたち」のみなさん、節目の年に献血してみませんか？
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町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

　★バトントワーリングで全国大会へ出場！
　11月 27日（月）、「第 45回バトントワーリング全国大会」（12
月 9日から、千葉県千葉市で開催）への出場が決まった美濃加茂
高校 1年生の井

い の う え

之上華
はるな

奈さん（元町）が役場を訪れました。
　渡

わたなべ

邊町長の、「どんなことに意識をして、演技していますか」
という質問に、井之上さんは「どんなときも笑顔で演技するよう
に心がけています」と語りました。
　また、大会の目標では、「バトンはチームワークが大切。チー
ムの輪を崩さないよう練習をして結果が出せたら」と語りました。

　★伏見小学校児童が願興寺でカルタ＆見学会！
　11月 11 日（土）、「国指定重要文化財願興寺本堂修理保存会」が主
催した願興寺の見学会に、伏見小学校の 4、5年生の児童 25名が参加
しました。子どもたちは願興寺の境内で「みたけカルタ」でカルタ取
りを楽しんだ後、中山道みたけ館に移動して、学芸員から願興寺所蔵「重
要文化財　十二神将展」の説明を受けました。
　その後、願興寺本堂を見学し、願興寺の歴史などを住職より教えて
いただきました。
　子どもたちは、「昔の人たちは、あんなに大きなお寺を造ってすごい
と思った。しかもみんなで集めた木を使っていると聞いて人々の協力
のすごさを感じた」や、「カルタで御嵩町のことを知ることができて良
かった」などの感想がありました。

　★マーチングバンドで全国大会へ出場！
　11 月 27 日（月）、「第 45 回マーチングバンド全国大会」（12 月 17
日から、埼玉県さいたま市で開催）への出場が決まった美濃加茂高校３
年生の岩

いわい

井登
とうむ

夢さん（南山）、同校１年生の木
きむら

村美
みつき

月さん（北切）が役
場を訪れました。岩井さんは、テナードラム、木村さんはメロフォンを
演奏されています。
　岩井さんは「試合の最後までマーチングを楽しみたい」、木村さんは「今
まで通りの演技で先輩たちに金賞を取らせてあげたい」と語りました。
　渡邊町長は、「長い時間、動きながら楽器を持って演奏するのは大変
だと思いますが、コンディションを整えて試合に臨んでください」と激
励しました。

　★企業の森でシイタケの菌打ちなどの体験
　御嵩町御嵩の町有林を活動エリアとする「東海化成　みんなが�
たいけん�けんこうの森」で、「企業との協働による森林づくり活動」
が 11月 25日（土）に開催され、東海化成工業株式会社の社員さ
んと家族をはじめとする約 50名が参加しました。
　東海化成の金

かなおか

岡克
かつのり

典代表取締役会長が「今日は少し寒いですが、
みんなが自然に触れあいながら、一日楽しんで欲しいと思います」
と挨拶されました。
　参加者はしいたけの菌打ちと森林整備に分かれて活動し、参加
者からは「疲れたけれども楽しかった」、「しいたけの菌打ちは楽
しかった」という声が聞かれました。

▼�左から木村さん、渡邊町長、岩井さん

13 ほっと みたけ　2018.1



町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

　★「ヒトトキノアカデミー」開催！
11 月 3日（金）、役場の若手職員で結成した「みたけ里山活性
化ワーキングチーム」が考案した人と里山とのつながりを考え
る講座を「みたけ発見ウォーキング」と合同で開催しました。
　当日は町内外の親子、森林ボランティア水土里隊、青少年育
成町民会議のメンバーなど、約 80人が参加しました。
　参加者は活動場所まで片道 4kmの林道を歩き、森林に触れ
ながら、活動場所である水

み ど り

土里隊拠点付近に着くと、森林整備
として支障となる木や落ち葉を整理しました。その後、参加者
は 3つのプログラム（①ダッチオーブンを使い昼食を準備、②
きのこ類を中心とした自然観察、③植樹や薪割体験）に分かれ
それぞれ活動し、昼食は、ダッチオーブンで調理した豚肉や野
菜、青少年育成町民会議が焼き芋などをふるまっていただき、
皆でおいしくいただきました。
　参加者からは「すがすがしい時期でとても気持ち良かった」
や、「今回初めて参加できて楽しかった」といった声が聞かれ
ました。

　★中学校へテレビ・ディスプレイスタンド、寄贈！！
　御嵩町中地区在住の可

か に

児秀
ひでお

雄さんから、11月 29日（水）に向
陽中学校・共和中学校・上之郷中学校へテレビとディスプレイス
タンドを寄贈していただきました。
　可児さんは 2004 年から廃材を使ったカップや花瓶などの小物
を作り、道の駅志野・織部で販売し、その売上金を全額、教育・
福祉関係へ毎年寄附をされています。
　可児さんは「社会への恩返しの気持ちを込めて寄贈させていた
だいています。御嵩町の子どもたちが、よりよい学習環境のなか
で学び、成長するように願います」と述べられました。
　髙木教育長は、「視聴覚を使った学習は今とても重要視されて
います。寄贈品は子どもたちの教育に役立てるため、大切に使い
たい」と感謝していました。
寄贈物品：49型液晶テレビ・ディスプレイスタンド　各中学校１台

　★御嶽宿わいわい館マルシェ　大好評
　町の無料観光休憩所、御嶽宿わいわい館で 12月 3日（日）に、
「わいわい館マルシェ」を開催しました。
　このイベントは各種団体の協力により、「みたけのええもん」
や特産品の販売、つきたて餅や豚汁の無料配布、茶会などを
実施し、「みたけのええもん」や、御嶽宿わいわい館の存在を
町内外のみなさんに知ってもらおうと企画されたものです。
　ステージでは、みたけスポーツ文化倶楽部の和太鼓や東濃
高校の生徒による吹奏楽などが披露され賑わいました。
　また、東濃実業高校の生徒の吹奏楽は、「夢いろの街」の生
演奏を披露し、MTK48 とのコラボレーションステージとし
て会場を盛り上げました。
　来館者は、「いろいろなイベントがあり、１日中楽しめまし
た」と笑顔で話されました。

▼��写真左から (株 ) 志野・織部駅長の田中さん、可児秀雄さん、
髙木教育長、山田教育参事、向陽中学校の堀校長
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「命の繋がり・・・食の力、人の絆、心の宝」
　みたけ幼稚園では、「ありがとうございます」「ごめんなさい」が素直に言え、お
友だちのことも思いやれる心ゆたかな優しい子を育むことを建学の精神としていま
す。
　自分のいただいた命を大切にすることはもちろんですが、どんなものにも命があ
り、それをいただいて大きく育っていることを子どもたち
が自ら経験できる場のひとつとして稲作体験をしています。
　田植えから始まり、稲刈り、脱穀、収穫祭、そして年末
の餅つきと、季節の流れとともに体験し、食べ物の大切さや、
それに携わる人の手のありがたさ、その中で豊かな心が育
まれ、何にも代えがたい、素敵な宝物をいただいているこ
とに気づき、楽しい園行事となっていることを子どもたち
の笑顔が語ってくれています。

み た
け

幼 稚
園

　★統計功労で岐阜県知事感謝状！
　岐阜県統計功労者表彰式が 11月 16日（木）に開催され、
伊
いとう

藤智
ともこ

子さん（高倉）、田
たなか

中万
ま り

里さん（長岡）に岐阜県知
事感謝状が送られました。これは多くの統計調査において
調査員として活動し、功績が認められた人に贈呈されるも
のです。
　伊藤さんは平成 2年から、田中さんは平成 7年から活
動されており、調査内容をよく理解し、熱心に取り組んで
いただいています。
　お二人は、「調査内容によっては回答しにくいものや、
時間が合わず調査世帯に会えないこともありましたが、オ
ンライン回答が導入されて負担が軽くなりましたし、町内
の地理にも詳しくなりました」などと振り返られました。
　これからも様々な統計調査へのご協力をお願いします。

　★  社交ダンスで全国大会へ出場！
　「第 25 回都道府県対抗全国ダンススポーツ大会」
（11月 12 日から、愛媛県松山市で開催）への出場が
決まった帝京小学校 6年生の後

ご と う

藤萊
ら い む

夢さん（新町）、
伏見小学校 6年生の上

うえの

野心
ここな

花さん（新町）と山
やまざき

崎麻
ま い

衣
さん（里）が役場を訪れ、全国大会の出場報告をおこ
ないました。
　３人は社交ダンス競技での出場で、ワルツとクイッ
クステップの部で出場します。大会の目標としては「元
気良く楽しく音楽を表現して息を合わせた演技がした
い」と語りました。
　渡邊町長は、「ダンスは一生続けられるスポーツ。
大変だけどその先に奥深さがあると思います。ぜひ続
けてください」と激励しました。

▼��写真左から田中さんと、伊藤さん

▲��裸足で田んぼに入ります

▲��足踏み脱穀機で脱穀し、
昔の方法で籾

もみす

摺りにチャ
レンジしてみました

▲��家族の皆さんにも参加し
ていただき楽しくお餅つ
きをしました。

▲��稲刈りしたあと、田んぼの先生からお米の話を聞
きました。

▲��新米のおいしいポン菓子
をいただきました。

▼��写真左から、後藤さん、渡邊町長、山崎さん、上野さん
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◆
交
通
事
故
巡
回
相
談

　

県
で
は
、
毎
月
、「
交
通
事
故
巡
回
相
談
」

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
で
悩
ん

で
い
る
人
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
：
1
月
12
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

● 

場
所
：
可
茂
総
合
庁
舎

　

�（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２
６
１
０
‐
１�

）

●
相
談
料
：
無
料

● 

相
談
方
法
：
面
接
相
談
（
予
約
制
）

　

※�

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
1
月
11
日

（
木
）
ま
で
随
時
受
付
。

■  

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
県
民
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー　

☎�

０
５
８
‐
２
７
７
‐

１
０
０
１

く
ら
し

◆
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　

納
期
限
は
1
月
31
日
（
水
）
で
す
。

○
下
水
道
受
益
者
負
担
金�

4
期
分

○
町
県
民
税�

4
期
分

○
国
民
健
康
保
険
税�

10
期
分

○
介
護
保
険
料�

1
月
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

7
期
分

○
上
下
水
道
使
用
料�

12
月
分

（
口
座
振
替
日　

1
月
25
日
）

○
保
育
料�

1
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃�

1
月
分

虐待かも？　と思ったら 1
いちはやく

89 番へ
　子どもたちや子育てに悩む保護者の
SOSの声をいちはやくキャッチ！
児童相談所全国共通ダイヤル：１８９

　●�お近くの児童相談所へ
　　つながります。
　●�通話料がかかります。

※2月上旬の相談日も掲載しています。

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課 （内線 2122・2120）

障がい者相談 2 月 2日（金） 午後 1時～午後 3時 役場北庁舎
2階第 3研修室

相談員による相談です。
気軽にお出かけください。

人権相談 1 月の人権相談はありません。（次回 2月 16日）

　住民環境課（内線 2103）

消費者相談

月曜～金曜日
（祝日を除く）

午前 8時 30分～
午後 5時 15分

役場本庁舎
1階相談室

住民環境課ふれあい住民係
で受付をしてください。

※第 3金曜日　午前 10時～午後 3時は消費生活相談員が相談を受け付けます。

行政相談 1 月 23日（火） 午後 1時 30分～
午後 3時 30分

役場北庁舎
2階第 3研修室

法律相談（弁護士） 1 月 26日（金） �午後 3時～午後 7時 役場北庁舎
2階教育会議室

�予約制
�定員：8名

　オアシス教室（☎ 67-7380）

教育相談
 （不登校・いじめなど）

月曜～金曜日
（祝日を除く） 午前 9時～午後 5時 オアシス教室

（中公民館内）

臨床心理士による
カウンセリング 

毎週火曜日
（祝日を除く）

午前 9時～午後 5時 中公民館
1階相談室

��予約制
�対象：小中学生および保護者
�申込先：
 各小中学校・オアシス教室

ひとりで悩まないで！　まずはお電話ください
　家庭や仕事、DV、人間関係など、生き方に関する悩みを
電話でお聞きします。相談は無料で、秘密は固く守られます。
岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口
　「電話相談」専用ダイヤル：058-278-0858
　● 相談日：日曜～木曜日・第 1・3土曜日（祝日、年末年始を除く）
　● 時間：午前 9時～正午／午後 1時～午後 5時
※�電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。

1 月の相談日

情 報 ガ イ ド
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�  リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
  1 月はありません
  2 月の開催日：4 日（日）
時間：午前 9時～午前 11時
場所：役場�駐車場（庁舎裏側）

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日
（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9時～午後 5時
場所：あゆみ館（新木野）

�   分別収集
　�収集時間については、朝方の 1時間程
度です（例：午前 7時～午前 8時）。　
各自治会・アパートによって収集時間
が違いますので、それぞれの役員また
は分別指導員にお尋ねください。

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷
御　嵩

1 月 17 日（水）
2 月 21 日（水）

中 1 月 19 日（金）
2 月 23 日（金）

伏　見 1 月 16 日（火）
2 月 20 日（火）

収集地区 分別収集日
上之郷
御　嵩

1 月　 7 日（日）
2 月　 4 日（日）

中
伏　見

1 月 21 日（日）
2 月 18 日（日）

ご み 収 集
�   不燃ごみ（金物類・ガラス類）
�   粗大ごみ（可燃・不燃）

収集地区 プラスチック製
容器包装収集日

上之郷
御　嵩

1 月 9 日（火）
1 月 23 日（火）
2 月 6 日（火）
2 月 20 日（火）

中
伏　見

1 月 4 日（木）
1 月 18 日（木）
2 月 1 日（木）
2 月 15 日（木）

※不燃ごみの集積所に出してください

【
中
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
】

●
日
程
：
2
月
11
日
（
日
）

※
予
備
日
：
2
月
18
日
（
日
）

お
知
ら
せ

◆
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア

　

シ
ー
ト
の
貸
与
事
業
を
終
了
し
ま
す

　

平
成
12
年
か
ら
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等

の
啓
発
、
普
及
の
た
め
貸
与
を
お
こ
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
貸
与
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

な
ど
の
経
年
劣
化
の
た
め
、
こ
の
３
月
末
を

も
っ
て
事
業
を
終
了
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
現
在
ご
利
用
中
の
人
は
、
貸

与
期
間
の
満
了
と
と
も
に
返
却
を
お
願
い
し

ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
防
災
安
全
係

　

担
当
：
金か

ね
こ子

（
内
線 
２
２
０
７
）

◆ 

1
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」
で
す

～
緊
急
時 

あ
な
た
を
守
る 

１
１
０
番
～

【
１
１
０
番
は
…
】

◎�

県
民
の
み
な
さ
ん
と
警
察
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
！

◎�

事
件
や
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
の
緊

急
通
報
用
の
電
話
で
す
。

◎�

緊
急
以
外
の
用
件
（
落
と
し
物
、
免
許
手

続
き
、
地
理
案
内
な
ど
）
は
、
直
接
、
可

児
警
察
署
ま
た
は
御
嵩
交
番
に
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。

◎�

相
談
・
要
望
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
↓�

「
＃

シ
ャ
ー
プ９

１
１
０
」

【
１
１
０
番
の
か
け
方
】

◎�

１
１
０
番
に
か
け
る
と
係
員
が
、い
つ（
発

生
時
間
）、
ど
こ
で
（
住
所
・
目
標
物
）、

何
が
あ
っ
た
か
（
事
件
・
事
故
）
な
ど
を

お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
答
え

て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：

　

◎
可
児
警
察
署　

☎�

６
１
‐
０
１
１
０

　

◎
御
嵩
交
番　
　

☎�

６
７
‐
２
０
０
０

情 報 ガ イ ド

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

可
児
地
区
の
1
月
・
2
月
の
祝
日
に
診
療

可
能
な
歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

1
月
1
日
（
月
）
：
さ
ば
し
矯
正
小
児
歯
科

　

可
児
市
広
見　

�

☎�

６
３
‐
１
２
２
２

　

1
月
2
日
（
火
）
：
小
松
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

可
児
市
帷
子　

�
☎�

６
５
‐
０
５
５
０

　

1
月
3
日
（
水
）
：
あ
い
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

可
児
市
下
恵
土　

�
☎�
６
１
‐
４
１
８
１

　

1
月
8
日
（
月
）
：
小
池
歯
科
医
院

　

可
児
市
広
見　

�

☎�

６
３
‐
２
６
５
１

　

2
月
12
日
（
月
）
：
三
共
歯
科
医
院

　

可
児
市
下
恵
土　

�

☎�

６
２
‐
４
４
８
８

※ 

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

● 

受
付
時
間
：�

午
前
10
時
～
午
後
3
時

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
神か

ん
だ田

（
内
線�

２
１
９
２
）

◆
資
源
回
収

【
共
和
中
・
向
陽
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

●
日
程
：
1
月
20
日
（
土
）

※
予
備
日
：
1
月
21
日
（
日
）

◆
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

　

平
成
30
年
度
、
平
成
31
年
度
の
２
か
年
有

効
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請（
指
名
願
い
）

の
受
付
を
お
こ
な
い
ま
す
。

● 

受
付
期
間
：
2
月
1
日（
木
）～
28
日（
水
）

● 

受
付
対
象
：
物
品
、
そ
の
他
受
託
業
務
な

ど
※�

必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

※�

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
の
市
町
村
共
同

受
付
で
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
共
同
受
付
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
岐

阜
県
・
市
町
村
共
同
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
ポ
ー
タ
ル
」（http://w

w
w
.

kyoushin.crcr.or.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
財
政
係

　

担
当
：
纐こ

う
け
つ纈

（
内
線 

２
２
１
４
）
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◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。
　①広報紙「ほっとみたけ」　　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　　③ふれあいバス

● 

貸
付
金
額
：
児
童
1
人
に
つ
き

　

◎
一
時
金　
　
　

１
５
５
、０
０
０
円

　

◎
月
額　
　
　
　
　

２
０
、０
０
０
円

　

◎
入
学
支
度
金　
　

４
４
、０
０
０
円

● 

貸
付
金
利
：
無
利
子

● 

返
還
方
法
：
原
則
と
し
て
、
20
年
以
内
の

月
々
均
等
払
い

※�

高
校
・
大
学
に
進
学
さ
れ
る
場
合
は
、
在

学
期
間
中
の
返
還
が
猶ゆ

う
よ予

さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
卒
業
後
6
か
月
を
経
過
し
た
あ
と
に

返
還
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
岐
阜
支
所

　
�

☎�

０
５
８
‐
２
６
３
‐
５
１
２
８

催
　
し

◆
御
嵩
町
ふ
れ
あ
い
人
権
映
画
会

　

人
間
関
係
の
難
し
さ
や
、
差
別
意
識
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

● 

日
時
：
１
月
20
日
（
土
）
※
午
後
1
時
開
場

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●
上
映
作
品
：
「
あ
ん
」

　

※
樹
木
希
林
主
演
作
品

●
入
場
定
員
：
２
０
０
名

●
入
場
料
：
無
料

　

※
申
し
込
み
不
要
。当
日
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
会
場
：
中
公
民
館　

３
階
ホ
ー
ル

■ 

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

担
当
：
山や

ま
だ田

（
内
線�

２
２
６
８
）

広　

告

◆
交
通
事
故
に
よ
る

被
害
者
へ
の
介
護
料
の
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
重
度
の
後
遺
障
害

が
残
っ
た
た
め
、「
常
時
」
ま
た
は
「
随ず

い
じ時

」

の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
人
に
、
介
護
料
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。
自
動
車
事
故
で
あ
れ

ば
、
自
損
事
故
で
あ
っ
て
も
、
事
故
日
か
ら

年
数
が
か
な
り
過
ぎ
て
い
て
も
、
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

● 

支
給
条
件
：

　

◎�

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
施
設
に
入
居
し

て
い
な
い
人

　

◎�

家
族
で
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
年
収

が
1
、
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

● 

支
給
月
額
：
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

（
共
済
）
の
「
介
護
を
要
す
る
後
遺
障
害
」

等
級
に
よ
り
ま
す
。

　

◎�

第
1
級
1
号
・
2
号
の
常
時
介
護
の
人

　
　

月
額�

５
８
、５
７
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
６
、８
８
０
円

　

◎�

第
2
級
1
号
・
2
号
の
随
時
介
護
の
人

　
　

月
額�

２
９
、２
９
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
、０
０
０
円

■   

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
岐
阜
支
所

　

☎�

０
５
８
‐
２
６
３
‐
５
１
２
８

◆
交
通
遺
児
へ
の
育
成
金
の
無
利
子
貸
付

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
保
護
者
が
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
場
合
や
、
重
度
の
後
遺
障
害

を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
家
庭

の
中
学
校
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
無

利
子
で
貸
し
付
け
を
お
こ
な
う
制
度
で
す
。

情 報 ガ イ ド
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寒
～
い
冬
に
は
世
界
の
あ
っ
た
か
鍋
で
心

も
体
も
ぽ
っ
か
ぽ
か
♪

◎ 

休
館
日
：
12
月
～
2
月
の
毎
週
水
・
木
曜

日
・
12
月
31
日
（
日
）

　

※�

12
月
27
日
～
28
日
、
1
月
3
日
～
4
日

は
営
業
。
2
月
12
日
（
月
・
祝
）
は
貸

切
休
館
。

☆�

詳
し
く
は
、
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.littlew

orld.
jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：

　

野
外
民
族
博
物
館
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド

　

☎�

０
５
６
８
‐
６
2
‐
５
６
１
１

◆
第
33
回
御
嵩
町
美
術
展

　

第
33
回
御
嵩
町
美
術
展
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

● 

日
程
： 
洋
画
の
部
：

　
　
　
　

１
月
10
日
（
水
）
～
14
日
（
日
）

　

写
真
の
部
：

　
　
　
　

１
月
18
日
（
木
）
～
23
日
（
火
）

　

 

陶
芸
の
部
／
書
の
部
：

　
　
　
　

１
月
25
日
（
木
）
～
31
日
（
水
）

　

 

日
本
画
・
水
墨
画
の
部
：

　
　
　
　

２
月
2
日
（
金
）
～
7
日
（
水
）

　

彫
塑
・
工
芸
（
伊
勢
型
紙
な
ど
）
の
部
：

　
　
　

２
月
9
日
（
金
）
～
13
日
（
火
）

●
会
場
：
中
山
道
み
た
け
館　

２
階

　

特
別
展
示
室　

※
入
場
無
料

　

※�

休
館
日
、
開
館
時
間
な
ど
は
中
山
道
み
た
け

館
の
ペ
ー
ジ（
24
ペ
ー
ジ
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

担
当
：
篭か

ご
は
し橋

（
内
線�

２
２
６
８
）

広　

告

※広告内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。

情 報 ガ イ ド

◆
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
入
館
割
引

　

野
外
民
族
博
物
館
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
で
は
、

御
嵩
町
の
み
な
さ
ん
を
特
別
料
金
で
優
待
し

ま
す
。
お
出
か
け
は
ぜ
ひ
名
鉄
広
見
線
で
!!

●
優
待
期
間
：
1
月
1
日
（
月
・
祝
）
～

　
　
　

��　
　
　
　

2
月
27
日
（
火
）
ま
で

●
優
待
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

【
世
界
あ
っ
た
か
鍋
紀
行
】

◎ 

開
催
期
間
：
3
月
4
日
（
日
）
ま
で

◎ 

営
業
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
1
～
2
月
の
土
日
祝
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

◎ 

内
容
：
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
寒
い
冬

に
ピ
ッ
タ
リ
の
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
「
世
界

あ
っ
た
か
鍋
紀
行
」
を
開
催
中
！
渡
り
蟹

が
丸
ご
と
入
っ
た
韓
国
の
味
噌
鍋
「
コ
ッ

ケ
タ
ン
」
や
、
仔
牛
肉
の
旨
み
が
詰
ま
っ

た
フ
ラ
ン
ス
の
ク
リ
ー
ム
煮
込
み
「
ブ
ラ

ン
ケ
ッ
ト
・
ド
・
ヴ
ォ
ー
」
な
ど
、
世
界

の
さ
ま
ざ
ま
な
鍋
料
理
が
楽
し
め
ま
す
♪

⇒ 

こ
の
券
を
切
り
取
っ
て
、
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
⇒ 

☆
名
鉄
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
！

リトルワールド 町民入館割引券（御嵩町）
【入館料】
　大人　　　　　　�����　1,000 円
���������������������������������（通常 1,700 円）

　シルバー（65歳以上）������������1,000 円
���������������������������������（通常 1,300 円）

　高校生　　　　　�����������900 円
���������������������������������（通常 1,100 円）

　小・中学生　　　�����　���500 円
���������������������������������（通常 700円）

　幼児（3歳以上）　　　��������200 円
���������������������������������（通常 300 円）

●有効期間：平成30年1月1日（月）～2月27日（火）
◎この券を切り取って、使用してください。

✂

✂

名

名

名

名

名
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講
　
座

◆ 

わ
く
わ
く
体
験
館　

講
座

　

1
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
基
礎
講
座
Ⅵ
」

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
技
法
を
学
び
な
が

ら
、「
ス
タ
ン
ド
ラ
ン
プ
」又
は
、「
あ
ん
ど
ん
」

作
り
を
し
ま
す
。
ど
ち
ら
か
を
選
べ
ま
す
。

● 
開
催
日
：
4
回
コ
ー
ス

●
時
間
：
①
③
午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
　

②
午
後
1
時
～
4
時

● 

定
員
：
各
コ
ー
ス
8
名
（
抽
選
）

● 

受
講
料
：
4
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

1
４
、０
０
０
円

　

2
「
ト
ン
ボ
玉
基
礎
講
座
Ⅴ
」

　

花
模
様
の
ト
ン
ボ
玉
を
作
る
技
術
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

開
催
日
：
4
回
コ
ー
ス

● 

時
間
：
午
前
9
時
～

　

正
午

● 

定
員
：
①�

８
名

　

②�

４
名
（
抽
選
）

● 

受
講
料
：
材
料
費
・
税
込
み

　

１
０
、
0
０
０
円

　

3
「
吹
き
ガ
ラ
ス
基
礎
講
座
Ⅵ
」

　

吹
き
ガ
ラ
ス
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら
作
品

作
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

● 

開
催
日
：
6
回
コ
ー
ス

●
時
間
：
①
午
後
1
時
～
4
時

　
　
　
　

②
午
前
9
時
～
正
午

● 

定
員
：
各
コ
ー
ス
3
名
（
抽
選
）

● 

受
講
料
：
6
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

1
５
、０
０
０
円

　

1
～
3
共
通

●  

場
所
：
わ
く
わ
く
体
験
館

　
（
可
児
市
塩
河
１
０
７
１
‐
４
）

● 

対
象
：
一
般
成
人

●  

申
込
期
限
：
1
月
28
日
（
日
）

● 

申
込
方
法
：
わ
く
わ
く
体
験
館
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

わ
く
わ
く
体
験
館

　

☎�

６
５
‐
１
５
１
５

◆
学
習
成
果
発
表
会

　

２
年
間
に
わ
た
り
、
御
嵩
町
の
歴
史
、
自

然
、
経
済
等
を
学
ん
だ
東
濃
高
校
３
年
生
の

生
徒
が
御
嵩
町
へ
の
提
言
を
含
め
、
学
ん
だ

事
柄
を
ま
と
め
た
学
習
報
告
会
を
お
こ
な
い

ま
す
。
町
内
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
：
1
月
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
～

※�

参
観
を
希
望
さ
れ
る
方
は
前
日
ま
で
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

会
場
：
東
濃
高
等
学
校　

進
路
ガ
イ
ダ
ン

ス
室

■ 

問
い
合
わ
せ
：
東
濃
高
等
学
校

　

☎
６
７
‐
２
１
３
６

情 報 ガ イ ド

広　

告

　【注意事項】
※御嵩町民に限り、ご利用いただけます。
※当券 1枚につき、5名まで 1回限り有効
※�他の割引との併用、団体利用、コピー、転
売不可

※�当券を切り取り、入館窓口にご提出ください。
※シルバー・高校生は証明が必要です。
※駐車場料金は、別途必要です。

野外民族博物館リトルワールド
☎ 0568-62-5611

✂

✂

①
水
曜
午
前

　

コ
ー
ス

2/14
・

2/21
・

2/28
・

3/7

②
日
曜
午
前

　

コ
ー
ス

2/18
・

2/25
・

3/4
・

3/11

①��
木
曜
午
前

　

コ
ー
ス

2/15
・

2/22
・

3/1
・

3/8

②
金
曜
午
後

　

コ
ー
ス

2/16
・

2/23
・

3/2
・

3/9

③���

土
曜
午
前

　

コ
ー
ス

2/17
・

2/24
・

3/3
・

3/10

①
金
曜
午
後

　

コ
ー
ス

2/9
・
2/16
・
2/23
・
3/2
・
3/9
・
3/16

②
土
曜
午
前

　

コ
ー
ス

2/10
・
2/17
・
2/24
・
3/3
・
3/10
・
3/17
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情 報 ガ イ ド

◆
水
道
の
検
針
票
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、「
使
用
料
金
の
お
知
ら
せ
」（
検

針
票
）
の
裏
面
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募

集
し
ま
す
。
検
針
票
は
毎
月
1
回
、
町
内
全

域
の
水
道
使
用
世
帯
や
事
業
者
に
配
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
高
い
宣
伝
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

● 

広
告
の
掲
載
位
置
：
検
針
票
の
裏
面
の
指

定
場
所
（
左
図
参
照
）

●
広
告
枠
の
大
き
さ
：
縦
5.7
㎝
×
横
6.0
㎝

●
広
告
枠
の
色
：
青
色
の
1
色
刷
り

● 

掲
載
期
間
：
平
成
30
年
4
月
～
平
成
31
年

3
月
ま
で
の
毎
月

● 

広
告
掲
載
料
（
最
低
価
格
）
：

　

３
８
、８
８
０
円

●
配
付
枚
数
：
毎
月
約
６
、
4
０
０
枚

● 

申
込
方
法
：
指
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、上
下
水
道
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
：
1
月
4
日（
木
）～
31
日（
水
）

☆�

広
告
掲
載
に
は
一
定
の
基
準
・
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

 

上
下
水
道
課
水
道
庶
務
係　

担
当
：
大お

お
わ
き脇

　
（
内
線�

２
１
３
３
）

◆
町
営
住
宅
入
居
者

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
居
予
定
：
2
月
下
旬

● 

申
込
方
法
：
総
務
防
災
課
行
政
管
財
係
に

直
接
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
：
1
月
10
日（
水
）～
25
日（
木
）

※�

入
居
申
込
用
紙
は
、
1
月
10
日
（
水
）
か

ら
配
付
し
ま
す
。

※ 

浴
槽
・
風
呂
釜
は
設
置
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

入
居
者
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※ 

必
要
最
小
限
の
修
繕
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
が
、
内
装
の
汚
れ
、
キ
ズ
等
の
補
修
は

お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

※�

申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
で
も
、
入
居
基
準

に
適
合
し
な
い
場
合
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
必
ず
本
人
が
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
行

政
管
財
係　

担
当
：
日ひ

び

の
比
野
・
梅う

め
だ田

　
（
内
線�

２
２
１
3
）

①
水
曜
午
前

　

コ
ー
ス

2/14
・

2/21
・

2/28
・

3/7

②
日
曜
午
前

　

コ
ー
ス

2/18
・

2/25
・

3/4
・

3/11

　　　����上 水 道 料 金 表　�　�（円）

　　　����下 水 道 料 金 表　�　�（円）

◎上記の料金には消費税相当額は含まれていません。

広告枠
　5.7 ㎝

　6.0 ㎝

口　径 基本料金
水量料金（1㎥につき）

～ 10㎥ 11～ 20㎥ 21㎥～

13㎜ 990
72 207 225

20 ㎜ 1,530

25 ㎜ 3,000

250
（※口径 25㎜以上については、1㎥に

つき一律 250円）

40㎜ 10,000

50 ㎜ 16,000

75 ㎜ 32,000

100 ㎜以上 52,000

基本料金 従量料金（1㎥につき）

10㎥まで
11～　　
50㎥まで

51～　　
100㎥まで

101～　　
500㎥まで

501㎥以上

1,500 150 160 170 185

※�家賃は、入居者の所得により決定。

団地名
番号

建設
年度 面積 部屋数 家賃

板良
85号

昭和
48年度

36.5 ㎡ 4.5 畳× 1室
6.0 畳× 1室

��5,100
�　～
���9,900円

板良
103号

昭和
50年度

44.9 ㎡ 3.0 畳× 1室
4.5 畳× 1室
6.0 畳× 1室

��6,800
�　～
�13,500円

板良
127号

昭和
56年度

54.1 ㎡ 4.5 畳× 1室
6.0 畳× 2室

10,100
�　～
�19,800円

募
　
集

◆
み
た
け
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

み
な
さ
ん
が
毎
日

の
生
活
で
利
用
し
て

い
る
町
道
や
河
川

は
、
こ
れ
ら
に
接
し

た
宅
地
や
農
地
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
み

な
さ
ん
に
草
刈
り
な

ど
の
管
理
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
農
業
離
れ
な
ど
の
影
響

も
あ
り
、雑
草
が
伸
び
放
題
に
な
っ
て
お
り
、

交
通
の
安
全
性
の
低
下
や
生
活
環
境
の
悪
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
我
が
ま
ち
“
み
た
け
”

を
よ
り
美
し
く
、
愛
着
が
持
て
る
よ
う
に
し

よ
う
と
、
町
道
、
河
川
な
ど
の
草
刈
り
や
清

掃
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。現
在
町
内
に
は
、ロ
ー
ド
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
12
団
体
の
登
録
が
あ
り
、
活
躍

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
支
援
金
額
：
年
間�

３
０
、０
０
０
円

● 

応
募
条
件
：
①
10
名
以
上
②
活
動
実
施
延

長
が
３
０
０
ｍ
以
上
③
申
請
年
度
内
に
3

回
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
団
体

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
建
設
課
管
理
係

　

担
当
：
市い

ち
は
ら原

（
内
線�

２
１
７
１
）

停電の情報が
スマートフォンでわかります

きずなネットアプリのお知らせ

　中部電力では、広域停電時に速やかに停電
情報をお知らせするアプリ「きずなネット」
のサービスを運用しています。
　あらかじめ登録いただいた地域が停電とな
った場合、停電情報をスマートフォンに発信
するサービスです。登録は無料ですので、ぜ
ひ登録してみてください。

　アプリをインストール後は、画面に表示さ
れた手順に従って、停電の通知サービスを受
け取る地域を登録してください。
※複数地域の設定も可能です。

■問い合わせ：中部電力 (株 ) 加茂営業所
　☎ 0120-985-232

きずなネット 検索
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災害時の緊急情報も…

ＦＭらら
76.8 ＭＨｚ

♪メッセージ・リクエストは…
メール　rara@fm768.jp

FAX　0574-50-2882
郵便　〒 509-0294　FM らら
※郵便番号だけで届きます

　

　「ＦＭらら」は本年も、御嵩ミーモスタジオをはじめ、可児本社スタジオ、
みのかもHOTスタジオから地域のみなさんの暮らしに役立つ情報を楽しくお
伝えします。

◆地域のラジオは、緊急災害時の大切な情報源
　日ごろから「ＦＭらら」（周波数 76.8MHz）をお聴きいただき
　非常時に備えてください。

◆スマートフォンで放送を聴ける！「ららアプリ（無料）」
　災害・緊急情報の文字情報も配信しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　ダウンロードはこちらから→

毎週火曜日�午前 8時～午前 10時「モーニングライン火曜日」
　午前 8時 20分～ 8時 40分「よってりゃあ�みたけ情報局」
　　★★御嵩ミーモスタジオから生放送★★
　　　　　（中山道御嶽宿�履物なかや店舗内）

■問い合わせ：企画課秘書広報係　担当：土
つ ち や

谷（内線 2200）／FMらら　☎�50-2080

FMらら専用
ＱＲコード

第 32 回　

鬼岩福鬼まつり
2 月 4 日（日）　　※小雨決行

午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分
会場：鬼岩ドライブイン駐車場

　★駐車場：ポリテクセンター駐車場（土岐市）
　　　　　　駐車場から、シャトルバスを運行します。

●主催：鬼岩観光協会
■問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係
　担当：北

き た だ

田（内線�2235）

＜主なイベント内容＞
　◎福鬼太

だ い こ

鼓と厄
やくばら

祓い巡
じゅんかい

回
　◎みたけ幼稚園マ−チングバンド
　◎福鬼豆まき　　　　　　◎バサラ踊り
　◎ぜんざいの無料配布　　◎ビンゴ大会    など

　※開催時間、イベント内容は予定です。

情 報 ガ イ ド

～新年も、御嵩町の皆さんと“地域密着”のラジオ放送～
あけましておめでとうございます　
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� 保健センターだより � ■問い合わせ：保健センター
　☎ 67-2111　ＦＡＸ 67-2118

⦿�予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり次第、受付を終了させていただきます。
　受付時間：8：30～ 17：15

★成人保健
行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法など 開催場所

いきいき健康相談 毎週月曜日（祝日を除く）
　　　13：00～ 16：30 町内に在住している人

保健センター
精神保健福祉相談 2月 5日（月）

　　　13：30～ 15：30
⦿��申込期限：相談日の午前中まで
�＜予約制：定員 3名＞

◆ 保健推進員を募集します！
　保健センターでは、平成 30年 4月から、乳幼児健診や教室での託児などをしていただく保健推進員を
募集しています。詳しくは、保健センターにお問い合わせください。
募集人数：若干名
応募資格：御嵩地区・伏見地区にお住まいの人

★予防接種　
予防接種名 日にち／受付時間 対�象 申込方法 開催場所

BCG 2月 6日（火）
13：00～ 13：20�

◎平成 29年 7月生まれ
◎ 1歳未満で未接種 申込不要 保健センター

麻しん風しん
混合�1 期

2月 19日（月）
13：30～ 14：00

◎平成 29年 1月生まれ
◎ 2歳未満で 1期未接種 ⦿��申込期間：2月 5日（月）～

2月 9日（金）
＜予約制：定員各 10名＞

たはら心臓血管
クリニック麻しん風しん

混合�2 期

◎�平成 23 年 4月 2日生まれ～
平成 24年 4月 1日生まれ

◎ 2期未接種

水痘
（みずぼうそう）

2月 20日（火）
13：00～ 13：30 ◎ 1歳から 3歳未満で未接種

⦿��申込期間：2月 5日（月）～
2月 9日（金）

＜予約制：定員各 20名＞
田原医院

不活化ポリオ ◎�接種を希望される人は、保健センターへお問い合わせください。

★母子保健
行事名 日にち／受付時間 対�象 開催場所

母子健康手帳の交付 毎週金曜日（祝日を除く）
�　　　13：00～ 16：30 妊婦

保健センター

プレママサークル 2月 21日（水）／受付���9：45 ～ 10：00 妊婦

育児相談 2月 23日（金）／受付���9：30 ～ 11：00 0 歳～就学前まで

パクパク相談 2月 6日（火）／受付 13：45～ 14：00 平成 29年 7月生まれ

10か月児相談 2月 7日（水）／受付���9：15 ～ 9：45 平成 29年 3月生まれ

乳児健診 2月 21日（水）／受付 13：15～ 13：30 平成 29年 9月・10月生まれ

3歳児健診 2月 8日（木）／受付 13：15～ 13：30 平成 26年 12月
　　　・平成 27年 1月生まれ
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1 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3火曜日》

《毎月最終金曜日》

 1日（月）～1月4日（木）、15日（月）、
16 日（火）、22 日（月）、26 日（金）、
29 日（月）
※ 26 日は館内整理日で休館です

　午後 2時～午後 2時 20分
◦場所：1 階�研修室

◆ おとなのシネマシアター
　「どたんば」
◦日時：1 月 21日（日）
　午後 2時～午後 3時 50分
◦場所：1 階�研修室

◆ わくわくたいむ（読み聞かせ）
　�絵本や紙芝居の読み聞かせです。
　1月は干支（いぬ）の本を紹介します。
◦ 日時：1 月 6日（土）・13日（土）・
27日（土）

　午後 2時～午後 2時 30分
◦場所：おはなしのへや

◆ えほんのひろば
　（0 歳～ 3 歳児向け）
◦ 日時：1 月 9日（火）・23日（火）
　午前 10時 30分～午前 11時
◦場所：おはなしのへや

◆ 郷土館　展示
　「第 33 回御嵩町美術展」
◦ 期間：1 月 10日（水）
　　　　　～ 2月 13日（火）まで
◦場所：2 階�特別展示室
※詳しくは 19ページをご覧ください。

◆ 年始の休館について
　1月 4日まで休館です。年始は 1月
5日（金）の午前 10時から開館します。

◆ 中山道みたけ館　ミニ展示
　「縁起物展」
　お正月にちなみ、おめでたい福
助や招き猫などの縁起物と、それ
らを紹介している本を展示します。
◦  期間：1月25日（木）まで
◦ 場所：1 階�エントランスホール

◆ キッズシアター
　「ジャッキーのパンやさん」
◦日時：1 月 20日（土）

◆ 竹屋資料館　ミニ展示
　「フォトサークル展」
◦ 期間：1 月 14日（日）～ 27日（土）
◦場所：商家竹屋　主屋
◦協力：みたけフォトサークル

◆ 竹屋資料館　ミニ展示
　「おひな様展」
　「御嶽宿・伏見宿のひなまつり」に
あわせてひな飾りや土びなを多数展
示します。
◦ 期間：2 月 10日（土）
　　　　　　　～ 3月 18日（日）
◦場所：商家竹屋　主屋

★ ★　1 月の予定　★ ★

火〜金：午前 10 時〜午後 6 時

：午前 9 時〜午後 5 時土・日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

中山道みたけ館 ☎（0574）67-7500
　御嵩町御嵩 1389 番地 1
竹屋資料館 ☎（0574）67-5704
　御嵩町御嵩 1406 番地

中 山 道
み た け 館
開
館
時
間

　

※��対象者�…�H29 前期組：平成 28年 10月�～�平成 29年 3月生まれ
�　　　　　��H29 後期組：平成 29年��４月�～�平成 29年 9月生まれ・・・☆ただいま、後期組学級生募集中！

　　■申込先／問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：渡
わ た べ

部（内線�2267）
������������������������������������　E メール :katei@town.mitake.lg.jp

☆★☆★☆★ 乳幼児期家庭教育学級だより ☆★☆★☆★
　教育委員会では、乳幼児の保護者のみなさんを対象に、子育ての学習と仲間作りを目的とした『乳幼児期家庭
教育学級』を設置しています。今月は次の講座を各地区でおこないます。ぜひご参加ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 1 月の講座 ～

学級名 開催日 時�間 場�所 講座の内容
みかん

（上之郷・御嵩）学級 お 休 み

中学級 1月 25日（木） 午前 10時～
11時 30分 みたけ幼稚園

幼稚園ってどんなところ ?
幼稚園見学・園児とのふれあい遊び

伏見学級 お 休 み

0歳児学級「あいあい」
（Ｈ 29前期組） 1月 17日（水） 午前 10時

～
11時 30分

ぽっぽかん
子育て支援センターを知ろう！！
(ぽっぽかん )

0歳児学級「あいあい」
（Ｈ 29後期組） 1月 24日（水） 保健センター

日赤幼児安全法
すくすく子育てサポート講習
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＜伏見児童館＞（伏見にこにこ館内）
1 月 10日（水）ひよこタイム
　　　　　　「お正月あそび」� 午前 10時 30分～

1月 13日（土）お正月あそび
� 午後 1時 30分～

1月 24日（水）ひよこタイム
　　　　　　「節分あそび」� 午前 10時 30分～

1月 27日（土）チャレンジランキング
� 午後 1時 30分～

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

    指定管理者：一般社団法人みたけスポーツ文化倶楽部
　中児童館    ☎ 67-0400　　御嵩町中 1960-3
　伏見児童館 ☎ 67-3625   　御嵩町伏見 1311-1
   休館日：日曜日、祝日、年末年始
   開館時間：午前 9 時～午後 5 時

★★ 1 月の予定★★

 み
んなの笑顔が集う場所

小

参

… 小学生以上

館童児
あなたの

子育てのお手伝いをします
子育て支援センター

休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始
         開館時間：午前 9 時～午後 5 時
　　　☎ 67-5221　御嵩町顔戸 1176 番地 2

ぽっぽかん

申

参

申

参小

参

☆ぽっぽかんは・・・
　主に就園前のお子さんとその保護者を対象に、行事
や教室を通して子育てのお手伝いをします。
　育児相談も受け付けています。

★“親子教室”のご案内（随時会員受付中！）　
　平成29�年度の親子教室の申し込み受付中。ぽっぽか
んへお申込みください。※町内在籍親子対象
　　

★“せいさく広場”親子で一緒に簡単な工作を楽しもう
　工作の内容「くるくるコマ」
　◆日時：1 月 18日（木）・1月 24日（水）
　　午前 10時 30分～午前 11時　両日とも同じ内容です。

★“おおきくなーれ”
　身長・体重の計測です。成長の記録にご利用ください。
　◆日時：1 月 18日（木）・19日（金）
　　午前 9時 30分～午前 11時 20分

★“誕生日会”　1 月生まれのみなさん、集合しよう！
　月に一度、その月の誕生児をみんなでお祝いします。
　お子さんの誕生月に是非ご参加ください。
　◆日時：1 月 31日（水）
　　午前 11時 30分～（受付は午前 11時まで）

★“みみちゃんタイム”（絵本の読み聞かせ）
　◆時間：午前 11時 30分～
　※�絵本も毎日貸出中 !!　職員に声をおかけください。

★“あそびの広場”
　各保育園で未就園児対象におこなっています。
＜ 1 月の予定＞　
���上之郷保育園 18日（木）／�御嵩保育園 18日（木）
　中保育園　　　10日（水）／�伏見保育園 11日（木）

★“出前保育”をおこないます！
　みんなで遊んで楽しみながら、交流を深めましょう。
　◆日時：2 月 8日（木）午前 10時～午前 11時 30分
　◆ 場所：上之郷保育園内子育てサロン（持ち物：水筒）

◎りんごコース
　平成 26 年 4 月 2 日～
　27 年 4 月 1 日生まれ
◎ 1月 12日（金）：ダンス
◎ 1月 26日（金）：粘土遊び
◎ 2月 9日（金）：記念制作
◎ 2月 23日（金）：新聞紙遊び

◎さくらんぼコース
　平成 27 年 4 月 2 日～
　28 年 4 月 1 日生まれ
◎ 1月 15日（月）：ダンス
◎ 1月 29日（月）：粘土遊び
◎ 2月 14日（水）：記念制作
◎ 2月 26日（月）：新聞紙遊び

（持ち物：シールノート・お茶、大判のハンカチ、タオルなど）
申

参

申

参小

参 申

参

申

参小

参

小

参

申

参

申

参

＜中児童館＞
1 月 6日（土）どんど焼き　�午前 11時～午後 1時
　　　　　　※中児童館園庭
　　　　　　　幼児は保護者同伴のこと

1月 11日（木）ひよこタイム
　　　　　　「お正月あそび」� 午前 10時 30分～

1月 13日（土）お正月あそび
� 午後 1時 30分～

1月 20日（土）「たこ作り＆たこあげ」
� 午後 1時 30分～

1月 25日（木）ひよこタイム
　　　　　　「節分あそび」� 午前 10時 30分～

1月 27日（土）木育あそび
� 午後 1時 30分～

小

参

申

参

申

参小

参

小

参

小

参
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＜ 平成 29 年 11 月受付分（敬称略）＞
お悔やみ
　申し上げます お誕生

　　おめでとう

出生児名 自治会名 保護者名

木
き む ら

村 勇
ゆうしん

心（新 町）慶 太
茜

林
はやし

　 慶
け い た

太（西 田）知 彦
理 恵

長
は せ べ

谷部結
ゆ い み

心 （顔 戸 北）真 司
公 子

曽
そ ね

根 悠
ゆ う し

司（新 町）寛 也
昌 美

佐
さ と う

藤 大
だ い ち

知（西 町）洋 輝
文 乃

林
はやし

　 奏
そ ら

空（南山台西）有 輝
知 花

小
こ い け

池 優
ゆ わ

和（高 倉）章 太
加 奈

戸籍の窓から
　死亡者名���������死亡年齢�������自治会名��������������喪主名

植松久夫��85 歳（南 町）植松政明

山内史郎��94 歳（津 橋）山内本治

横山みさ子��80 歳（新 町）横山直樹

三嶋　守��94 歳（南 町）三嶋秀行

青木テル子��90 歳（送 木）青木美好

可児健三��70 歳（中 町）可児正義

伊左治卓夫��94 歳（長 瀬）伊左治康之

日比野則美��69 歳（美 佐 野）日比野真弓

安藤静子��93 歳（十日市場）安藤正孝

長尾瑞乃��80 歳（西 田）長尾伸一

山守サツキ��75 歳（本 郷）山 守 忠 行

　この欄は、町に戸籍の届出をさ
れ、掲載を希望された人のお名前
を紹介しています。

■ 問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係　担当：石
い し い

井（内線�2105）

ご結婚
　　おめでとう

（
（

　  人の動き（2017.12.1 現在）
　                （ ）は前月比
　　 人口　18,463 人（− 12）
　　　 男　 9,192 人（− 1）
　　　 女　 9,271 人（− 11）
　　世帯   7,258 世帯（＋ 10）
　　出生   9 人    死亡   16 人
　　転入 38 人    転出 43 人

婚姻者名　　　 自治会名

亀谷佳宏 （高 倉）
鍵山史夏 （小 原）
石丸剛士 （青 木）
笹野歩未 （愛 知 県）
正者和樹 （新 木 野）
吉田優華 （大 庭 台） （（

婚姻者名　　　 自治会名

山田　洋 （高 倉 台）
日比野文香 （八百津町）
長谷部将士 （大 庭）
野中杏奈 （大 庭）
笠原貴浩 （新 潟 県）
田中亜梨沙 （南山台西）

（
（
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も
、
最
高
点
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

時
間
は
要
し
ま
し
た
が
、
非
常
に
深
く

中
身
の
濃
い
議
論
が
展
開
さ
れ
た
う
え
で

の
結
論
に
感
謝
し
、
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
一
年
を
“
動
”
の
一
年
と
位
置
付

け
た
の
は
、
い
よ
い
よ
用
地
関
連
、
手
続

き
関
連
、
そ
し
て
道
路
、
用
排
水
路
の
計

画
、
建
物
の
配
置
の
関
連
等
、
目
に
見
え

る
形
で
動
き
出
し
ま
す
。

　

今
年
は
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
聞
き
す
る
機
会
も
多
く

持
ち
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。と

り
あ
え
ず
、
目
指
せ
!! 

100
回

　

始
ま
り
は
秘
書
広
報
係
の
女
性
主
査
か

ら
の
一
言
か
ら
で
す
。
町
長
就
任
後
少
し

落
ち
着
い
た
頃
、「
町
長
さ
ん
も
前
の
町

長
さ
ん
の
“
町
長
室
の
机
か
ら
”
の
よ
う

な
も
の
を
書
か
れ
ま
せ
ん
か
？
」で
し
た
。

　

元
来
プ
ラ
ス
思
考
の
私
で
す
か
ら
、
そ

の
言
葉
を
「
書
い
た
方
が
よ
い
」、「
書
く

べ
き
で
は
？
」
と
解

か
い
し
ゃ
く

釈
し
ま
し
た
。

　

軽
い
気
持
ち
で
始
め
た
も
の
の
、
書
き

出
し
て
早
々
、
そ
の
筆
の
重
さ
に
試
行
錯

誤
の
連
続
で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
数
え
て
90
回
。
い
よ
い

よ
100
回
も
視
野
に
入
る
回
数
と
な
り
ま
し

た
。
幸
せ
に
感
じ
る
の
は
、
町
長
職
３
期

終
盤
に
間
に
合
う
で
あ
ろ
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
筆
を
折
る
こ
と
な
く
粛

し
ゅ
く
し
ゅ
く々と

書
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫

延
命
化
と
老
朽
化

　

時
が
経
ち
、
受
け
た
そ
の
衝
撃
も
や
わ

ら
い
で
は
い
ま
す
が
、
あ
の
熊
本
地
震
発

生
か
ら
、
ま
だ
1
年
9
か
月
し
か
経
過
し

て
い
ま
せ
ん
。
役
場
庁
舎
を
耐
震
化
に
よ

り
延
命
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
私
の
受

け
た
衝
撃
は
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
強
烈

な
も
の
で
し
た
。

　

町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
こ
と
は
、
町

長
の
最
優
先
職
務
で
す
。
一
方
で
組
織
の

長
と
し
て
は
、役
場
で
働
く
職
員
の
身
体
、

生
命
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
庁

舎
の
移
転
新
築
の
決
定
の
経
緯
は
、
昨
年

の
こ
の
新
年
の
稿
で
説
明
し
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
一
年
の
月
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
一
年
間
を
か
け
、
移
転
位
置

の
選
定
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
昨

年
の
年
明
け
か
ら
慎
重
に
複
数
か
所
の
候

補
地
を
選
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
条
件
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
点
数
化
し
、
3

か
所
に
絞
り
込
み
、
若
い
職
員
で
構
成
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
議
論
し
、
2

か
所
に
絞
り
込
み
、
尊
重
す
べ
き
議
会
で

の
協
議
を
開
始
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、「
防
災
拠
点
と
し
て
の
安

全
性
」、「
住
民
の
利
便
性
」、「
ま
ち
づ
く

り
と
の
整
合
性
」「
将
来
負
担
な
ど
経
済

性
」
の
項
目
か
ら
12
項
目
に
細
分
化
し
、

点
数
に
よ
っ
て
比
較
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
12
月
8
日
、
第
4
回
定
例

会
初
日
に
21
号
バ
イ
パ
ス
エ
リ
ア
へ
の
移

転
が
最
も
望
ま
し
い
と
特
別
委
員
会
の
委

員
全
会
一
致
の
結
論
と
し
て
高
山
委
員
長

ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
決
断
の
年
と
し
て
臨
ん
だ
昨
年
は

　
　

着
実
に
歩
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
れ
も
ひ
と
え
に

町
民
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
の
賜
と

　
　
　
　
　
　
　

 

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

ま
た
昨
年
は

　
　

全
国
で
風
水
害
が
多
発
し
ま
し
た

す
べ
て
の
被
災
者
に
衷

ち
ゅ
う
し
ん

心
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

本
町
に
は
大
き
な
被
害
が
な
か
った
こ
と
に

　
　

安
堵
す
る
の
み
な
ら
ず

被
災
地
か
ら
得
た
教
訓
を
生
か
す
べ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
を
新
た
に
し
て
い
ま
す

本
年
は
“
動
”
の
年
と
位
置
付
け

　
　
　

 

職
務
に
邁ま

い
し
ん進

す
る
覚
悟
で
お
り
ま
す

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

　

よ
り
一
層
の
ご
理
解

　
　
　
　

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

             

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

町 長 月 記

か
ら
山
田
議
長
へ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

庁
舎
移
転
は
議
決
が
必
要
で
あ
り
、
特

別
議
決
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
特
別
議
決

と
は
、
通
常
の
議
決
の
過
半
数
で
は
な

く
、
3
分
の
2
の
賛
成
を
必
要
と
し
ま
す
。

従
っ
て
、
今
回
の
議
会
の
報
告
は
相
当
重

み
の
あ
る
結
論
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
私
自
身
も
、
町
内
で
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
話
を
聞
く
限
り
、
圧
倒
的
に

バ
イ
パ
ス
エ
リ
ア
を
考
え
て
い
る
方
が
多

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

総
合
し
、
平
成
29
年
第
4
回
定
例
会
最
終

日
で
あ
る
12
月
15
日
、
閉
会
の
挨
拶
で
、

庁
舎
の
移
転
先
は
バ
イ
パ
ス
エ
リ
ア
と
す

る
決
断
を
議
場
に
て
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
決
断
を
し
た
と
し
て
も
、

100
点
満
点
を
い
た
だ
だ
け
る
結
論
は
あ
り

ま
せ
ん
。
目
指
す
の
は
合
格
点
で
あ
り
、

選
択
肢
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
中
の

一
番
高
い
合
格
点
が
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
決
定
を
す
る
こ
と
が
最
も
肝
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
今
回
は
そ
の
よ

う
な
結
論
を
導
き
出
せ
た
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　

も
の
ご
と
は
人
に
よ
っ
て
好
き
嫌
い
が

あ
り
ま
す
。
理
想
も
違
い
ま
す
。
そ
の
意

味
で
は
候
補
地
を
3
か
所
に
絞
り
込
ん
だ

時
点
で
そ
の
3
か
所
は
私
の
中
で
の
合

格
基
準
を
満
た
し
て
い
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

合
格
と
は
、
完
成
形
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
か
否
か
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

パ
イ
パ
ス
エ
リ
ア
は
、
若
手
職
員
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
も
、
議
会
の
新
庁

舎
整
備
特
別
委
員
会
に
お
い
て
の
採
点
で

90
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12
月
1
日
（
金
）
に
、
み
た
け
幼
稚
園

で
お
こ
な
わ
れ
た
「
餅
つ
き
」
で
す
。
年

長
の
園
児
47
名
は
、
保
護
者
や
先
生
と
一

緒
に
餅
つ
き
に
参
加
し
ま
し
た
。
ほ
か
の

園
児
は
後
ろ
で
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」

と
い
う
大
き
な
掛
け
声
で
応
援
し
ま
し

た
。

　

衛
生
面
に
配
慮
す
る
た
め
、
餅
つ
き
の

参
加
者
は
手
洗
い
を
丁
寧
に
し
、
マ
ス
ク

も
付
け
る
な
ど
厳
戒
態
勢
。
撮
影
者
と
し

て
は
表
情
が
わ
か
り
づ
ら
い
の
が
少
し
残

念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
配
慮

も
、
伝
統
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
必
要

な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

年
長
の
園
児
た
ち
は
、「
精
一
杯
の
力
で

お
餅
を
つ
い
た
よ
」
や
、「
美
味
し
い
お
餅

に
な
る
と
い
い
な
」
と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら

語
り
ま
し
た
。

　

給
食
に
は
、
給
食
の
先
生
が
豆
か
ら
煮
た

手
作
り
餡
の
餅
や
、
き
な
粉
の
餅
と
豚
汁
な

ど
が
出
さ
れ
、
園
児
た
ち
は
「
お
餅
お
い
し

～
い
！
」
と
笑
顔
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

園
長
先
生
は
、「
保
護
者
や
、
地
域
の
方

の
協
力
も
あ
り
、
行
事

を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
季
節

の
行
事
を
大
切
に
し
て

食
の
文
化
を
学
ば
せ
て

あ
げ
た
い
で
す
」
と
語

ら
れ
ま
し
た
。

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷しています。

編
集
・
発
行
／
御
嵩
町
役
場
企
画
課

秘
書
広
報
係

〒
505-0192　

岐
阜

県
可

児
郡

御
嵩

町
御

嵩
1239

番
地

1
TEL（

0574）
67-2111（

代
）　

FA
X（

0574）
67-1999

み　た　け　スマイル  キッズ
子どもの笑顔は地域のたからもの！
～未来を担

にな

うみたけキッズの笑顔～

�

Let's 今月の健康料理「豆腐入りミートローフ」
【作り方】
①玉ねぎ、人参はみじん切りにする。
②豆腐は水切りしておく。
③�ミートローフの材料Aすべてをビニール袋
に入れ、粘りが出るまでよく練る。

④�オリーブオイルを塗ったパウンド型に③を入
れ、表面もオリーブオイルを塗る。180℃に
温めたオーブンで 40分程焼く。さめたら型
から外し、人数分に切りわける。

⑤�じゃがいもは皮をむいて適当な大きさに切
り、塩少々を入れてゆでる。ゆであがったら
水気を切る。つぶして、塩・こしょう・牛
乳を加え火にかけ、マッシュポテトを作る。

⑥�さやいんげんは、塩少々を入れゆでておき、
適当な大きさに切る。

⑦�ミートローフ・マッシュポテト・さやいん
げん・ミニトマトを盛り付ける。

⑧オーロラソースを添える。

※�

広
報
紙
ほ
っ
と
み
た
け
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

稲
いながき

垣 いち花
か

さん（大庭）� 1歳（写真右）

稲垣 壮
そうま

真さん　　　　� �4歳（写真左）

１歳と４歳おめでとう！
兄妹仲良く元気に大きくなってね♡

纐
こうけつ

纈　陸
り く と

仁さん（南山）1歳 
たくさん笑って、元気に大
きく育ってね (^^)

　食生活改善推進協議会の研修会で
作ったおもてなし料理の一品です。
　鶏のひき肉と豆腐を使用している
ので高たんぱく・低エネルギーです
が、ボリュームがあり食べごたえが
あります。
　中はしっとり柔らかく、幅広い年
代の人に食べていただけます。ソー
スはケチャップやデミグラスソース
にアレンジしても良いですね。
　身近な材料で作れる
ので、急な来客の
おもてなしにも
おすすめです。

【募集】町内在住で 3月に1～ 5歳の誕生日を
迎えるお子さんを、みたけスマイルキッズに掲
載しませんか？�※応募多数の場合は抽選
◎掲載に必要なもの：
　�笑顔の写真（1枚）/紹介文（30文字程度）
◎ 申込方法：名前、住所、電話番号、誕生
日と写真データ、文章を添えてＥメール
などでお申し込みください。

◎申込期限：1 月 25日（木）
■�申込先／問い合わせ：企画課
　秘書広報係�担当：山

やまだ

田（内線 2222）
　��：kouhou@town.mitake.lg.jp

Cooking!

【材 料】（4人分）
　鶏ひき肉� 160g
　豆腐� 1/3 丁
　卵� Ｓ１個
　玉ねぎ� 1/3 個
　人参� 1/3 本
　パン粉� 　大さじ 5
　赤味噌� 小さじ 2
　こしょう� 少々
　牛乳� 大さじ 2
じゃがいも� 大１個
塩・こしょう� 適宜
牛乳� 大さじ 2
さやいんげん� 12 本
ミニトマト� ８個
オリーブオイル� 少々

｛Ａ 給

　食�セ�ン�タ�ー�栄�養

�士
��

【1 人分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 カルシウム 塩分 食物繊維
182kcal 15.6g 95mg 0.6mg 3.3g

■レシピ提供：保健センター�担当：亀
かめがい

谷　（内線 2193）

【オーロラソース】
　トマトケチャップ�大さじ１
　マヨネーズ� 大さじ３弱
　レモン汁� 少々｛

28


